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第 1 会場 午前の部

(予定時刻)

虫o0 1. 草地内に自生する植物採集分類について

(当場内採集と道内植物分類〉

(道立新得畜試)大森昭治

史 12 2. イネ科，マメ科牧草の混播Kなける収量と植生の推移Kついて

(道立新得畜試)大森昭治，高倉正臣，小塩栄，千田勉

9.24 3. 公共草地の利用方式に関する研究

(第 1報〉公共草地の予備的実態分析

(北農試草地開発部〉宮沢香春

虫 36 4. 高位生産草地造成K関する研究

• 
(道農業改良課)吉原典夫，川崎 正，片山正孝，小西庄吉.

高野定郎

(帯広畜大)大原久友，吉田則人.福原和男

虫 48 5. 草類主慰音になける各種形態基肥燐酸の肥効の持続性K関する試験

(北農試草地開発部 ).0片岡健治，林 満，小林真信，

小梁川忠士

1 O. 0 0 6. 牧草の生育特性に関する研究

( 1) 牧草の生育過程になける養分吸収と栄養生産性の萌重間比較

ーとく K初年目を中心としてー

(北農試草地開発部)0林 満.小梁川忠士

ス ォーチヤードグラスに対する窒素の多施について

(北農試草地開発部)0小梁川忠士，林 満，片岡健治，

小林真信

1 O. 1 2 

.1 

1 0.3 6 

8. 殺草剤利用Kよる草地更新の検討

(道立滝川畜試)藤井基作， 0浅原敬二，林靖英

虫、 ~~ì世糞密度と不食残草地の発生消長左らびK採食交替周期 Kついて

(道立恨釧農試)Q藤田保，坪松戒三

1 O. 4 8 10. 草サイレージの品質になよほす各種要因の解析K関する研究

(第 1報)水分処理が品質になよぼす影響

(北農試草地開発部)高野信雄. 0山下良弘，難波直樹，

鈴木慎二郎

1 0.2 4 

1 1. 0 0 11. 乾草調製利用K関する研究

(第 2報)省万機械化調製体系と品質左らびに養分回収

(北農試草地開発部)0高野信雄，鈴木慎二郎，山下良弘，
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難波直樹

1 1. 1 2 12. 乾草の品質VC j:，~ よほす各種要因の解析に関する研究

(第 1 報)異湿度下VC j:，~ける乾草の変化

(北農試草地開発部)0鈴木慎こ郎，難波直樹，高野信雄，

山下良弘

1 1. 2 4 13. ヘイレージ調製K関する試験

(道立新得畜試)小塩栄. 0中川忠昭，大森昭治，千田勉，

石栗敏機，高倉正臣

1 1. 3 6 14. 多雨期vcj:，~ける大量乾草機械化調製法の実用化について

(道立新得畜試〉小塩栄.大森昭治，千田勉，

1 1. 4 8 15. 組飼料の省万的大量調製法に関する試験

e (第 1報〉根到11刈ロットファ- L.. VC j:，~けるサイレージの水分含量と品質との関係

(道立根釧農試)坪松戒三J 0鳶野保.坂東健.小倉紀美，

吉田悟，相田隆男

(根釧開拓営農指導苛)東成紀，佐々木幹二

1 2. 0 0 16. 組飼料の省万的大量調製法K関する試験

(第 2報)無細切サイレージの調製試験

(道立中瑚11農試〉鳶野保. 0坂東健，蒔田秀夫，小倉紀美，

吉田悟，相田隆男，藤田保，坪松戒三

第 1 会場 午 後の部

1 3. 0 0 17. 粗飼料の省万的大量調製法K関する試験

(第 3報)無細切サイレージの飼養効果

(道立根到11農試)鳶野保.坂東健J 0蒔田秀夫，小倉紀美，

. 吉田悟，坪松戒三

13.12 18. 牧草サイレージ・乾草併用法と低水分サイレージ単用法との飼養価値の比較(第 2報)

(道立新得畜試)0塚本達，西埜進，曽根章夫，和泉康史.

大橋尚夫，小林道巨

13.24 1虫 サイレージの消化，利用に関する研究

〈第 2報)1番刈 bグラスサイレージの乾物含量と消化率Kついて

(道立新得畜試)石栗故機

1 3. 3 6. 20. 乳牛の放牧飼養管哩技術K関する試験

(第 5 報)短草.慣行放牧時左らびK青刈給与時 VCj:，~ける Fレーメン内 VFA組成

(道立木瑚11農試)鳶野保，坂東健，小倉紀美.. 0吉田悟，

平山秀介，岸畏司

1 3. 4 8 21 組飼料の飼料価値評価法K関する試験

(第 3報)工nVi七roセ 1レローズ消化率と TD Nとの相関関係
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(道立根釧農試〉鳶野保，坂東健， 0小倉紀美，吉田悟，

岸畏司

1 4. 0 0 22. サイレージの給与特性に関する研究

(第 1報)消化管内の通過速度と消化率との関係について

(北農試畜産部)西部慎三J 0荒 智，名久井忠，

(北農試草地開発部)難波直樹，鈴木慎二郎，山下良弘

1 4. 1 2 23. 生草.乾草なよびサイレージ給与時K長ける各種濃厚飼料併用が窒素代謝Kなよぼす

効果

(道立根釧農試)0坪松戒三，鳶野保，坂東健

第 2 会場 午前の部

虫o0 24. 豚精液の凍結保存に関する研究

( 1) 精巣上体尾部精液の凍結

(酪農学園大)0小山邦武，横山明光

虫 12' 25. 家兎にかける生殖諸相と体温，流血中白血球数なよび赤血球数の消長(予報〉

(北大農)0堤 義雄，高橋iE浩，清水良彦，八戸芳夫

虫24 26. 鶏卵白の殺菌力K関するこ，三の実験的考察

(酪農学園大)0市)[[ 舜

(北大農)八戸芳夫

虫 36. 2ス 肉用種めん羊雑種利用試験

8 

サウスダウン，ロムニマーシユ.サフオーク.ボーダーレスタ一種とコリデ-7レ種と

のFIの発育と産肉性について

(道立滝川音試)0近国是正日彦，西村允一，鶴見利司，宮)[[浩輝

28. ブロイヨー用種鶏(ニューハンフヤヤ一種)の各種経済形質の遺伝万と遺伝相関の推定

(北大農)0清水弘，八戸芳夫

(百小牧フブーム ))11名啓之

1 O. 0 0 2虫 ヨコム種豚のヰ剖生K関する調査試験

(第サ報)ラコム種の体型なよび繁殖性について

(道立滝川畜試)0首藤新一，宮本喜代一，糟谷泰，阿部登

米田裕紀，所和暢

1 O. 1 2 30. (第 2報)ヨコム種の産肉性について

(道立滝川畜試〉首藤新一，宮本喜代一，糟谷 泰.

0阿 部 登s 米田裕紀，所和暢

1 O. 2 4. 31. 寒冷地の豚舎保温K関する一考察

(北農試畜産部)0西部慎三JI 三島哲夫，名久井忠3

1 0.3 6 32. 寒冷地になける簡易ビニー Jレ豚舎陀よる肉豚の肥育試験，第2期

一現行木造床コンクリート腰ブロック豚舎との発育比較についてー
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(道立滝川畜試〉首藤新一，阿部登，米田裕紀J 0所 和 暢

1 O. 4 8 33. '3シアンコンフリーによる豚の飼育試験

(酪農学園大)0楢崎昇，桝本保信

1 1. 0 0 34. 自給生産飼料利用による肉豚の肥育試験

(第 5報)馬鈴薯磨砕サイレージ給与による品種別肥育比較試験

(道立滝川畜試〉首藤新-.t阿部登. 0米田裕紀，所芳嚇

(北農試畜産部〉西部慎三

1 1. 1 2 35. 自給生産飼料利用による肉豚の肥育試験

(第 4報〉ビートトップサイレージ給与による品種別肥育比較試験

(道立滝1[[畜試)首藤新一.阿部登 1 0米田裕紀，所和暢

(北農試畜産部)西部慎三

1 1. 2 4 36. 超音波による豚の脂肪層の測定方法について

e (北農試畜産部〉西部慎三.t 0平尾厚司，三島哲夫

1 1. 3 6 37. 全乳によるぷワイトヴイール生産試験

(帯広畜大)0浦上、清.石井格

1 1. 4 8 38. 乳用雄子牛の肉利用に関する試験(第 2報)

(道立新得畜試)0曽根章夫，塚本達，西埜進，和泉康史，

大橋向夫，小本村萱臣

1 2.0 0 3史 ぷワイトヴイー 1レ生産の経済性の検討

(第 1報)代用粉乳添加全乳給与Kよる委託生産試験

(帯広音大〉浦上清.1 0石井格

第 2 会場 午後の部

1 3. 0 0 40. ぷワイトヴイ - 1レ生産の経済性の検討

IIT c第 2報)全乳に各種の代用手しを溶かし加えて給与する初イトヴイー唆託生産

試験

(帯広畜大〉浦上清J 0石井格

1 3. 1 2 41. 肉牛の交雑に関する研究

(第 1報)無角ヘレフオ一向重と他品種との累進交雑陀よる質的形質の遺伝と t回

雑種雌牛に長ける経済形質の改良度について

(道立新得畜試) 0細野信夫，荘司 勇，松村 jpft.太田三郎.

清水良彦.森関夫

1 3.2 4 42. 体尺測定分析になける直交割つけ方法の一例

(北大農・牧場)渡辺裕.t 0佐藤邦忠

、なtd.36 43. 無角ヘレフオ一昨重の交雑による肉用牛の肥育に関する研究

(第 5報)若令肥育VC.:J;-，ける雑種間の増体，左らびに産肉性の比較

(道立新得畜試)0太田三郎，松村日光，森関夫，清水良彦，
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細野信夫，荘司 勇，大沢貞次郎

1 3. 4 8 44. 環境改変によるダニの防除K関する研究

ヲ~ 0 0 

9. 1 2 

(第 1報)湿度とダニの生理的関係

(北農試草地開発部)0難波直樹，鈴木慎二郎.高野信雄，

山下良弘

第 3 会 場 午前の部

45. 乳牛K対する処理加工牧草の給与が乳量乳質VC:t.，.よほす影響

(酪農学園大)0鈴木健二，大石莞爾，三森邦夫，前田暁男

46. 飼料用根菜類の牛乳生産性に関する研究

(第3報)飼料用ビートの代替としてのビートパルフ"の飼料価値

(道立新得畜試)0西埜進，塚本達，大橋向夫，小林道巨，

和泉康史，曽根章夫

.， 9. 2 4 47. 乳用子牛の早期離乳法確立K関する研究

(第 3報)子牛の発育K冬、よほす?全乳給与量かよび離乳後の放牧の影響Kついて

(道立新得畜試)0小林道臣，西査を進，曽根章夫，和泉康史，

塚本達，大橋向夫

虫36 48. 乳用子牛の早期離乳法確立K関する研究

(第 4報)子牛の発育になよほす乾草長よびサイレージ単用法と併用法の比較

(道立新得畜試)0大橋尚夫，晋埜進，和泉康史，小林道巨・

曾根章夫・塚本達

虫484虫 乳牛飼養多頭化過程Kかける生産性Kついて(予報)

(道立中央農試)土田鶴吉

1 o. 0 0 50. 北海道になける酪農経営K関する研究

(第 7報)乳牛の輪換放牧による牛乳生産費低減と牛乳生産性について

(酪農学園大)0佐藤明，房間稔，中曽根徳二

1 O. 1 2 51. ミJレカーの作動台数と搾乳作業左らびに搾乳時間との関係

(北農試畜産部)柏木甲，森田幸務，岡田清~ 0岩崎薫

1 0.2 4 52. 乳倹成績よ bみた本道になける乳牛の年間産脂量と分娩季節左らびに地域性について

(上Jll農試)平間英夫

1 0.3 6 53. 畜大農場乳牛の分娩時刻調査概要

(帯広畜大)石井格

1 O. 4 8 54. 原料乳質格付倹査法の改善K関する研究，第 2報 TMSテスターの精度について

(酪農検査所)大浦義教J '0笹野貢，富田臣也

1 1. 0 0 55. 乳牛多頭数飼育農家になける異常乳調査Kついて

〈酪農倹査所)0大場峻，俵谷武，橋爪憲明，渡辺伸二，

大浦義教

一-6'e_ー
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1 1. 1 2 56. 根室地方の冬期異常乳の乳質について

(酪農倹査所)0山内隆|場，矢部輝夫，土井寿美男，大浦義教

1 1. 2 4 57. 原料乳中の抗菌性物質検出について

(酪農倹査所)0山内隆陽.矢部輝夫.土井寿美男，大浦義教

i 1. 3 6 58. 牛乳スフインゴミエリンの組成について

(帯広畜大)藤野安彦，伊藤靖亮. 0梅本俊夫

i 1. 4 8 59. 牛乳中のカルシウム簡易定量法について

(酪農学園大〉遊佐孝五.. 0安藤功一，加藤勲，安達宗之介

1 2.0 0 60. チーズ製法の一変法

(凝固調整とカード張力〉

(北大農)0有馬俊六郎，藤田秀樹，佐々木博，

I 2.1 2 61. カゼインのレンニンによる変化• (主としてスターチグル電気泳動法による追求)

(北大農)0三上正幸，仁木良哉，有馬俊六郎

• 
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第 1会場 午前の部(講演 時間?分，討論 2分) 9時ょ D

草地内に自生する植物採集分類について

(当場内採集と道内植物分類〉

(道立新得畜試)大森昭治

との調査は十勝の草地に自生する植物の実態を知るとともに，草地の利用管理上の問題点を把握する

ととが目的であるo 今回特K当場用地内K自生する植物について，昭和 25年より採集分類を行なった

のでその概要を報告するo

(1 ) 植物採集の背景 : 

当場の位置は十勝西北山麓部にあん地形は西高東低の緩傾斜地で面積約 16 0 0ヘクター吋草.

地，林地よ b採集したが，造成直後にも繁茂するものもあるo

(2) 植物分類法

エングレル氏の自然分類法Kょ!?4 5 6種;vc採集分類をした。

β) 植物採集数

当場用地内で. 9 1科 301属 456種の外K道内に自生する 173科 773属 22 6 0種，十勝

地方 11 3科 469属 967種の分類も合わせ行左った。

(4) 可食野草

フキ，タンポポ.ヨモギ類.ヤマハンノキ，シロツメクサ.ヤプマメ，スグ類.又カポ類，コウボ

ウ.シパJ、ギ.イワノガリヤス，左ど

β) 不食野草

セイヨウノコギリソウ，フランスギク.カミ Jレレ， ヒメジヨオン.ヘヨオオバコ，ヤマガラシ.ナ

ツ'ナ，タラノキ， ミツバウツギ，モミジイチゴ，ワラジロイテゴ，ギシギシ

(6) 摘要

気候風土Kよヲてその地方の植物相が変化することは言うまでもか内当場内K自生する植物が.

道内の長よそ 1/5 あん十勝地方の 1/2 と当初の想像数よ b非常に多く? とれらの中陀は草地K

生育し易いものもかを!?，見受けられ，またそのまま利用されるものと利用されず陀その後の牧草生

育K害をかよぼすものもか左 bあるので今後:はこれら害を卦よぽしつつある中甚助κついての特性につ

いて調査を進めたい。

イネ科，マメ科牧草の混播における収量と植生の推移について

(道立新得畜試〉大森昭治.高倉巴臣，小塩栄.

千田勉

イネ科b よびマメ科牧草の混播の組合せと播種様式Kょ!?Jその後の植生の推移.生産性Kついて調

査をしたのでその概要を報告する。イネ科草種中 10種，マメ科草種中 7種を用しづ播種法は条播処理と

して，畦幅の差による処理と交互播種法としたb

(ーペ 1- r.， ・ I 

¥i) コ二， ， 、
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(1) 5 0 cm条播区VC:;l;.，.ける特性

トールフエスクはマメ科草種との組合せで特に高い収量を示し，ラジノクロパーはイネ科草種との

組合せが良かった。パースフツiトトリフオイルはイネ科草種では特に低い収量を示した。

(2) 密条播区になける特性

イネ科 10種， トールオート， トー Jレフエスクはマメ科草種との組合せにおーいて高い収量を示した

が，チモシー， リードカナリーグヨスはマメ科草種との組合せに長いて，低かった。

β) 交互播区陀なける特性

メドフエスクはマメ科草種との組合せに:;1;"いても高い収量であったが.ペレニ7 1レライグラスでは

低い収量であった。

(4) 植生

一般にイネ科草種が年ごとに増加の傾向にあ JJJ マメ科草種が減ずる反面，雑草が多く左る傾向が

認められた。特l疋 5Ocm条播区が雑草率が高c畦幅が広いため，生育初期に雑草が生育し易かった

e . (5) 摘要

• 

播種法万法について密条播は雑草率が低くかったが， 5 Ocm区で‘は各草種に;Jó~いて雑草率が高〈生

育初期の管理が大切である。

草種聞の競合性について.イネ科草種 10種の混播の場合， リードカナリーグラス..Aム→λ ブロ

ームグラスのj聞に強<.ぺレニアルライグラス.メドフエスク.チモγーは弱かった。マメ科草種 7

種混播ではヨジノクロパー.シロクロパー，アカクロパー(在来)が強ぐ.ノミーズフットトレ.~j7 .7.f 

イルは弱かった。

マメ科車重の経年どとの減少について.各組合せに長いて低下原因として，マメ科草種の生存年限

土壌凍結による影響が考えられる。

3. 公共草地の利用方式に関する研究

(第 1報)公共草地の予備的実態分析

(北農試草地開発部〉宮沢香春

公共草地の現況を全道的に把握するため，公共草地の分布.草地規模，利用状況等の予備的左調査分

析(調査年次:昭和 38年度末，調査方法:全道公共草地アングート Kよる悉皆調査)を行った結果を

報告する。

本道Kおおける公共草地は管理主体が市町村営，協同組合営，利用組合営が 260地区.面積にして 6

万 5千 4α が存在いその外道営事業によるものが 8地区 2.8千 4α あ JJ• また，国営事業は 1 6地区

3万 1千 4α が計画されているo 分布は全道にわたってはいるが，根到11 ・十勝両地域で 62%を占め.

網走金よび道南地域が各々 10 %J他の地域は 10 %以下と左九地域によって差が大きい。地区当 b

草地規模も地域陀よって異左 JJ， 日胆地域は地区数は 8個所と少いが平均草地面積は 87 0 h，α と大き

く.石空地域は地区数も少左<.草地面積も 25 h， α と小さい。また，十勝。根自11・後志地域は 250

4α 前後，網走地域が 200h，α弱.上川・宗谷・留萌地域が 10 0 h，α前後と在っているo

しかし.草地規模則にみると 10日4α 未満が 35 %J 1 0 0....... 4 0 0 h， αが 50 %J 4 0.0 h，α以上が

ι ヲー



1 5 %と左り，主として 40 0 h， α未満の草地が多い。

公共草地の利用率は 61仇利用面積は 4万仇セある。草地改良造成面積は 5糾 α で全面積で 7

%に当九多くの地区は野草地のま込利用されている。草地利用方式は放牧利用が 85%.採草利用が

8 ~ら，兼用利用が 7%であるo 採草利用方式は草地利用率が 41 %と低<:，草地利用面積も 23んα(最

大 62 h， α〉と小さいが・とれに反し，放牧利用方式は草地利用率が 71 %と高心草地利用面積も

け 4h， α と前者K比して大きく.それを規開uにみると 20 0 h，α未満が 71仇 20 0.......... 4日日 μ

が 17 % ~ 4 0 O.----6 0 0んαが 99も. 6口口い以上が 3%と左っている。放牧利用の草地利用面積は

家畜によ二三異i1:lJ ~山崎延蹴(大家畜官事問J 併肘は 3 9頭，肉牛は

2 3頭，馬は 16頭であれ且.馬は自然牧野を利用した粗放的左利用が左されているo 放牧利用を(家

畜月uにみれば，併主体が 42仇肉牛主体が 11 i丸馬主体が 44仇その他齢川町ある。放

牧利用は予託による夏期放牧が多く，その家畜の年令構成は乳牛主体が 12.----1 8カ月令の育成牛であ

ん馬は%の地区が 24カ月令以上の成馬，他の巧の地区は成馬と 12カ月令未満の育成馬が主体と左

っている。また，地区当 bの利用戸数は舗を問わず約 20"'" 5 0戸が多い。

忌左:i，"'，.第 2年次以降は本調査の結果最も問題と考えられる、乳用仔牛の集団的育成を対称とした公共

草地の運営方法，利用農家の性格，草地利用の需要構造についての事例分析をす弘める予定である。

4. 高位生産草地造成に関する研究 • .‘ 
ー

(道農業改良課)吉原典夫，川崎 LL片山E孝，

小西庄吉，高野定郎

〈帯広畜大〉大原久友，吉田則人，福原和男

高位生産草地造成技術の資料を得る目的で樹重量，施肥量，畦幅の 3要因について採草型混播

Alfa工fa. 0 r c h a:r' d g r a s s~ R e d C工over.Timo七hY.放牧型混播Ladino Clover 

Reed Canary gra.ss~ Whi七e Clover~ Ken七ucky b工ue grassの4草種混播で倹

討い 3ヶ年間の結果を要約すると次の如くである。

1. 草種混播によ b生産性が異左lJ.採草型Red' C ユ over~ Timo七hy，放牧型Ladino Cユov

e r J. R e e d C a n a rァ grass混播は大である。

2 施肥量に対する感応性は各亘種とも大きいが，iとくにAユfa工fa， 0 r c h a r d g r a s s混播が大

である0

3. 樹重量の差は生産性K影響は認められない。帯状播種の場合か左 b播種量の節約がみられる。

A・ 畦幅と生産性の関係は草姿によ bやや影響され，上中繁草では広畦が生産性K対し好結果が示され，

下繁草では明確な結果が認められない。

ー-'-10-
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5. 草類栽培における各種形態基肥燐酸の肥効の持続性に関する試験

(北農試草地開発部)0片岡健治.林満.小林真信2

小梁川忠士

燐酸は一般に土壌中での移動性K乏しく，地表散布による手段ではそ，の肥効が低い可能性も考えらまい

また牧草の初期生育を良好にする意味からも草地の造成時に大量の燐酸を施与する方法がとられること e

があるo との場合肥効の大小とともにその持続性が問題と左る。ォーチヤードグヨス，テモシーに対し

てP2 0 5 5 0 K9/1 0α を燐砿粉。熔燐，過石，縮合燐酸Na塩の 4種の燐酸肥料で、施与し， 3年聞にわ

たb追肥をせずその肥効を調べたので.その結果を報告する。

1. 両草種聞に若干の相異があるが. 1........ 3年目を通じて過石，熔燐，縮燐の 5者が大差左い肥効を示

した。

2. 燐砿粉の肥効は 2.'-Y/3年自にいたb漸次向上し 3年目はか左 bの高収を示したが，初期の利用率が

低いために 5年目立での累言明リ用率は他の 3者のM程度であった。

e3 跡地土壌の分析の結果.各区聞に若干の相異舵見出した。

6.、牧草の生育特性に関する研究

(1 ) 牧草の生育過程K沿ける養分吸収と栄養生産性の草種間比較

ーとくに初年目を中心としてー

(北農試草地開発部)0林 満，小梁川忠士，

本道草地の多くはイネ科互，マメ科草の混播によ b構成され，採草.放牧，あるいはその兼用で利用

されている。とれら草地の生産性については単に収量の向上または維持にとどまらず遁E左混生率の維

持，調整や生産の時期的均等化，早春晩秋利用，利用年限の延長等種々のことが要求されるo ζれらの

要求K応ずるためには，使用される諸種の萱類について生育上の生態的あるいは生理的左特性や環境的

諸条件K対する反応を把握してb くことが望ましいι思われるがi 従来の各種試験でとのよう左点にふ

れたものは比較的少1左い。

草種個々の特性を調べて草種選定.栽培利用の合理化を刷ミるため現在ι漣の試験をおと左っている

.がその4 として今回イネ問マメ科掛け草種をえらび・各草種の播種当年の生前追跡してb

その生産性と養分吸収の様相を調べた結果を報告する。

(1) 供試草種はイネ科牧草オーチヤードグラス，チモ、ン-.スムーズフe ロームグラス，イタリ!アンライ

グラス，ペレニ)，レライグラス，メドーフエヌク.ケンタツキーブルーグラス.マメ科牧草アカクロ

ーノミーアルサイククローノζ， ラジノクローパ.シロクローパ.') 1レフアルフアの 12互種で栽培法はーシ

各草種単播，施肥量その他はイネ科 7草種，マメ科 5草種ι 各々同ーとした。調査は播種後 30日目

ょj)5."'-I 0日間隔で行い，最大収量を得られた点までとした。

(2) 乾物収量はイネ科草ではぺνニアルヨイグヨスが最も高(.ついで、メ、ドナフエスク，イタリアンライ

イグラスのl聞を示し，生産速度はイタリアンライグラス.ペレニアルライグヨス，オーチヤードグヨ

ス，テモシー，メドーフエスクのj聞を示す。マメ科牧草では収量はアカクローバ，アルフアルフア，

)1レサイククローパの順を示すが，生産速度は )1レフアルフ)..アカクローパ. ).1レサイククローパ')

の順を示』じた。

-11 -
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β) T D N収量は各草種ともに乾物収量と同様左傾向を示すが~ D C P収量は乾物収量とは異った傾向

にあった。

(4) 養分吸収量怯各草種ともにK20が最も多く4草種聞にか左 bの差が示された。

(8j TDN収量/DCP収量は生育期が進むにつれて大きく在るが乾物最大生観目にbいても各草種とも

5以下であった。

7. オーチヤードグラスに対する窒素の多施について

(北農試草地開発部)0./1、梁川忠士，林 満.片岡健治

小林真信

従来北海道に長ける草類の収量が必ずしも高i<左いととについては生育期間の短かいことと共VC，草

類に対する施肥量水準の比較的低いことがその原因のーっとして指摘されて来た。また現在本道草地の

多くはイネ科草s マメ科草の混播によ b造成されているが，この種混播草地にないて生育上の要求の異.

在る各種草類民同時に最適の条件を与えることは不可能であkJ.両者の混生率を適正に保ヲて混播本

来の利点を充分に活用することも必ずしも容易では左いので9 N施与による増収効果の大きい単播イネ

科草にこれを多用して高収量を得ると共VC，成分的にも N含量を高めてマメ科草K近いものを得る方が

技術的K簡単，容易であるとする考え方が一部に主張されて来ている。飼料生産に長いて面積的制約の

比較的少左い武道に金いてい集約的左草類生産の必要な場合は少左〈左い。オーテヤードグラスVCN

を多施して 3グ年にわたん収量a 成分，跡地土壌の性状等を調べた結果を報告する。

(1) 方法

ォーチヤ ι ドグヨスに 0........80 ~i} /1 0α のNを7段階にわけで，初年度はその全量を基肥として

与えj 2年目は基肥を基準とし宅春先U，:t替刈後/C;2司番刈後各%を与えrた。.3"年目は春先 15時

/1  0α. 1 番刈後 10' 1ci}〆1<_G:ft~ Nを全区一律に与えたが，これは 2年目の結果からほぼ適量と考

えられた量である。 3年目 2番刈後の追肥は2年目と同様とした。ほかに基肥以外 N]を与え没h区左

設けた。共通肥料として P2 0
5
" K2:， 0を 10α 当 b初年度各 2 0 Kq， 2........ 3年目は各 23.3KI(づっ与

え，一部 N用量の多い処理にはこの倍量を与えた区を別に設けたな Nは硫安:， P
2 

0
5
は基肥は熔燐過

石，各半量づっ追肥は過石，ち 0は硫加を用いた。 e
(勾結 果

初年度 1番草の収量は基肥 N 1 0勾/10α 以上を与えても増加し左かったが， N含有率と 2番草収

量とは N多用によ bやや増加した。 2年目は年間 35 K!l/ 10αまで N用量の増加と共に収量もほぼ直

線的に増加，とれ以上では収量増加の鈍化することを認めた。 2年目 N 3 5 Kq/ 1 0α施与区の 10α 

当D乾収は 172 4K9，同 N吸収量は 5 虫 9K$1であった。 3年目の 1・2番草には 2年目の結果から

好適と忠われる 10α 当b春先 15 K9， 1番刈後 10 KqのNを全区一律に与えたが，従前の N用量の

差の影響は消滅せず，一般に累計N用量の多い区の収量.. N含有率が高かった。無追肥区になける基

肥の残効は 5年自にも持続，主に収量に影響して，こと/iC1番草K顕著左収量差を示した。

土壌については用いた肥料が硫安であるため N用量の多い場合ほど pHの低下，置換酸度の増加が

著しく，また置換性塩基の減少することが認められた。
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8. 殺草剤利用による草地更新の検討

(道立滝川音試)藤井基作Jl 0浅原敬二，林靖英

草地の更新にあたって火入あるいは耕起整地等の作業を容易にするため.雑草，雑濯木を枯殺する殺

草剤として新しく開発された J ごヨコートについて，デシコーンと比較しその殺草効果を倹討した。

試験方法

(1) 薬剤処理(~/1 0α 〉

パヨコート

テシコーン

(勾火入処理

口 250 50口

o 1，0 0 0 2，0 0口

火入区 無火入区

1，000 

3，0日日

薬剤処理長よび火入郷里後一様にデスキング(たて 4回， よと 2回)を行左い，施肥播種した。左ネ金、

. 施肥量(代K〆“1口μ川αω)は峨硫安引20 K弘(

2，5口口 s アカクロ一Jパξ什1，口口口'ヨデノークローパ 5日日とした。更に踏圧は全試験面積 720m
2に20口

頭のめん羊を用い約 1時間踏圧した。

試験結果

(1) パヨコートはデシコーンに比して全般的に各雑草に対する殺草効果は大きい。

ロ) 殺主主効果の発現は_"ヨコートでは散布後 4日目頃までに暗褐色と左って現れ，その後枯葉が徐々に

乾f会伏態と左る。デシコーンは散布後 3.--._.4日目頃までは効果が現れるが，それ以降の進展はあま b

認められず 1週間目頃ょ b再生を始める。またササb よび広葉性の雑草にはか左bの殺草効果がある

がススキ，ワラビに対する効果は低い。

(3) 散布量別の殺草効果ではパヨコートはススキに対して多量散布の効果は著しいが，ササ， ワヨピ.

広葉性雑草には少量散布でも効果は大きい。デシコーンはササ会よび広葉性雑草に対しては多量散布

の効果が概して大きいがススキ，ワヨピに対する効果は低い。

要 約

パラコートは非選択性であらゆる草種に対して大き左殺草効果を示し薬剤散布後約 2週間で火入可能

. と左るが枯殺力が大きいため，火入は容易七針。一方対象として用いたデシコーンはススキ，ヮヨピ

に対して殺草効果が低<~充分左枯殺状態では左いため燃焼不充分である。

火入処理後，火入区，無火入区共デスキングを行ない、施肥，播種なよび踏圧を行った刃牧草の発芽

状況は総体的には無火入区に対して火入区の発芽は良好であん火入区Kなけるパヨコート散布区はデ

シコーン散布区に比じて良好左発芽状況を示した。

パヨコートは残効性がほとんど左心簡易に草地を更新する場合の利用性が考えられる。

9. 排;世糞密度と不食残草地の発生消長ならびに採食交替周期について

(道立根釧農試)0藤田 保.坪松戒三

草地放牧利用時に家畜の排世糞による不食地が発生し，各時期の生産可食五を抑制する原因と左って

金九草地利用左らびに飼料供給上問題があると思われるので，これを解決する第 1段階として排世糞

密度と不食残草地の発生拡大a 持続消長左どの関係を究明し，放牧牛によって探食交替される周期を調

..:_ 1 3ー
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査したので報告する。

試験調査は実際的左利用方法によるものと..人工的に排糞投下された模擬的左利用方法の 2つの型式

で行左った。

その結果，排池糞跡密度の高低は不食発生面積の拡大縮少に影響し，特に放牧適期を逸した場合にみ

られる草量，草丈左どの過剰在草地を利用す石ことに不食地面積が拡大継続されることを認め，この拡

大防止には排世糞跡間隔が1.5 m以上で点在女ることが望ましいものと考えられた。また，不食地発生

とその量を縮少させる適当左草産と草丈は捜伏反覆各国の利用時にをける不食地発生消長から考えて，

1日α当b草量 80 0 K9程度以下，草丈 25 cm以下であれば望ましいものであることが示され.糞跡間

隔は草産量の多い時期ょ bも短縮され. 1.--...， 1l 2 m与し上あれば拡大発生を阻止出来るものと思料されたc

また，排世糞跡の採食交替周期については八工的K糞尿を撒布q あるいは点状に定置し.密度をかえ

て行左った試験から考えJ 牛尿跡はほとんど 2週間以内に採食され，降雨があれば更に短縮されること

を認めたo - . e 
人工処理糞跡は約 5m"/fC. 1箇の糞塊を有する稀点状置区では 45日後に定置された糞跡の 62%が完

全に交替され，草地の利用度は 56%であったのに対し.約 3m
2

1fC 1箇の糞塊が定置された点状置区で

は 60日後に糞跡の 70 %を交替し.. 1 m"/fC. 1箇の割合で定置された密点状置区では 75日後/fC.5 6% 

の糞跡を交替じたのにすぎ左かった。また，密点状置区.糞密撒布区では新鮮牛糞をそれぞれ 90 K9. 

8 0 K9点撒布した結果.. 4 5日以前に一度もその草地を喫食し左かった。 しかし，多量の牛糞を撒布し

た密撒布区では，他の少左い牛糞を点置された処理区ょ bも点置 45日以降になける草地利用率では高

く示され. 7 5日以降では尿処理区と同程度の高い利用率を示す結果を得た。

したがって.多量の牛糞が排世される放牧条件下でも早期に糞塊を撒布しs 乾燥を早めることによっ

て草地の利用率を高め得ることを実証した。

また.不食発生地の面積を縮少させる手段として牛群を強制的K同一草地に定置させることは乳汁生

産に影響を与えるものの如く示された。

lO~ 草サイレージの品質におよぼす各種要因の解析に関する研究

(第 1 報)水分処理が品質/fC.i，~よほす影響

(北農試草地開発部)高野信雄.. 0山下良弘，難波直樹.

鈴木慎二郎

草サイレージの品質は刈取期，水分合量，添加物.細切辛子よび密封加圧左どによって影響される。今

回は原料水分含量とサイレージ品質の関連を究明した。

(1 ) オーチヤードグラスを主体とする 1番草を刈取b後ヘイコンデイシヨナー，ワツフラーで圧砕，反

転し，水分を 8日%(サイレージ 1).. 70%(サイレージ 2).60%(サイレージ 3)長よび

5 0 % (サイレージ 4 ) vc予乾調節し.ピックアップハーベスターで収穫裡草した。

(勾 サイレージの ToP-s.po i工ageはス 5~ 1 5. 4.. 1虫丸 30.0各K9でサイレージ 4が最も多か

った。遺た取出し中の再自霊峰による発熱.カピの生成左どもサイレージ Aと3にみられs とくに 4で

は著しかった。

(3) サイレージの PHは4.2.. 4. 4.. 4. 6.. 4， 2であJ?"総酸量(原物中%)は 2.47. 2.5日.. 5;05.. 
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4. 1 3でおった。またNE28-EVtN(%)は1.1. 8九 日 7. 6.4 7 ;t-"よび 8.93で総酸量と逆の傾

向が示された。

併) 生草の消化率K比較し，いずれのサイレ--:Jも乾物，有機物.. N F E..組繊維の消化率は低下した

が組蛋白質，粗脂肪で、は逆K高い値が示された(ただしサイレージ 4 は粗蛋白質はー生草‘よ D 低い)~

(5) サイレージの DM:. T D Nの回収率一(%)はそれぞれヲ 3:3 :.9 6.4; 8 2.9 : 8虫8..83.0.:812.

76.7 : 75.7でサイレージ-1が最も高 C.サイ νージ 4が最も低かった。

(6) 若牝牛 1日 1頭，(体重 50 0 K9換算)当 b のサイレージの DM採食量 (K9) はそれぞれ 6~ 5 -0.. 

ス84 I Z 4 7. 5. 8 4でサイレージ 2と3が良く探食された。

11.乾草調製利用に関する研究

_ c第 2報〉省力機械化調製体系と品質左らびに養分回収

• 

(北農試草地開発部)0高野信雄，鈴木慎二郎，山下良弘

難波直樹

乾草の品質は原料草の刈取期，調製法b よび調製中の天候左どの条件に支配され，さらに養分回収に

も大き左差を有するものであるo 前年までの試験結果Kもとずき今回は 1番草を用いj 自然(慣行)法，

小堆積法，針金法卦工び機械化法に工る乾草品質，消化率，養分回収会よび噌好性について究明した。

(1) 原料草は 6月17白刈取.b-c平均収量 2.3七;/10α であんォーチヤードグヨス(出穂完期)71% 

ラジノクローノミ 17 %の草生であった。

位) 知里別乾草の品質は，自然乾草 48. 0 ~小堆積乾草 6 O. 5~ 針金乾草 6 0.5:;t，-"よび機械乾草は 61.5 

点と示された。とくに自然乾草は葉部割合会よび緑度がほかの処理乾草よ b明らかに低かった。

β) 4頭づつの 2歳去勢羊による生草，自然乾草会よび針金乾草の消化率は表に示じたー

表 1 生草と乾草の消化率(%) 

区

二it子生 64.0 I 56，6 I 6ス2 I 6虫1

自 然乾草 58.0 5ス4 54.0 64.6 

針金乾 草 62.9 51.5 66.4 

F (直 1ス栄09火・ 8.08 火- 67.-9X-B -x. 32.栄86火・ 3.33 

. 5 % 3.8 4.2 2.4 4.0 4.4 

L S D 
1%  5.7 6.3 3.6 6.1 

(4) 乾物たよび DOPの回収率は自然乾草る灼:4 8.3..小堆積乾草 71.日 81.7 "針金乾草 71.2:69.9

機械乾草 8.0.1: 82.0各%であった。

(5) 平均体重 48.0 I匂の若牝牛4頭による自然、乾草の給与後 1時間の探食速度は1.6 7土 0.29 K9.針

金乾草は 2.24土 O.63K!(で明らかに針金乾草の噌好性が高かった。また 1日1頭当 bの採食量は自
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然、乾草 8.2 0士0.40 K9，針金乾草虫 78士:1.'2 2 K9と針金乾草が良好であった。

12 乾草の品質におよぼす各種要因の[解析に関する研究

(第 1報)異湿度下にたける乾草の変化IC北農試草地開発部) 0鈴木慎二郎、難波直樹

高野信雄 、山下良弘

収京市寺の乾草の状態と貯蔵場所の湿度が乾草の貯蔵性にむよぼす影響Kついて基礎的左知見をうるた

めK行左った。;

(1 ) 試験は塩類過飽和溶液法Kょん瓶会よびデシケーター中に 5段階 CR H 95.......33%) の湿度環境

を調整し.ォーチヤードグヨスの葉部を用い'1 3試験に分けて行左った。

ω 試験 1で唱は乾草の水分含量Kよb高水分区l25%)と低水分区 C1 6引にわけ，平均気温24 

じにないて各湿度下ltC2 4日間貯蔵したom結果RH 9 5%を除き水分はい4日で平衡に達する . 

ととを認めた。 24日後の水分含量は各湿度い低水分区が逆に高水分区よ D多く左っていたo 乾物

の減粍率は両水分区とも RH 9 59らの場合 2~ %にb 工んだが他は 0，......5ヲらであヲたn

(司 試験 2で‘は酸鮮と無i蟻酵の乾草を平均気温 14 Cで 28日貯蔵した。結果は各湿度とも殴酵区は無

自費酵区に比し氷分少左く， RH95.......85%になける轄防減耗も 5"-'99も少左かった。

科) 試験 5では乾草の表面と内部の吸湿或は乾燥の関係を知るためカラス管(径 3cmx長さ 10 cm)に

高水分区は 1~人低水分区は 8 ffの細切乾草を詰め，これを 5本連結し一端のみを露出させて各湿

度下ifC30日貯蔵した。両水分区の各湿度とも露出面から 0.----10cmの部分は湿度に左右されて大き

左水分変化がみられたが，内部即ち 10~2M， 2D~50仰の部分の変化は小さし又その間の

差も左かった。!カピの発生部位を RH8 5%についてみると高水分区は口.-V1 0 cm~ 低水分区は o ........， 

2cmまでで、あ台た。従って無風下K沿いて外気の湿度の影響が大きいのはどく表面のみと考えられた。

左軒以上3試験で乾草の状態や温度に関係者 (RH85%以上ではすべてにカピが発生したが， 'R 

H75%以下では発生し左かったo

13. ヘイレ)ジ調製に関する試験

(道立新得畜試)小塩栄. 0中川忠昭.大森昭治

千田勉，石栗敏機，高倉E臣

第 21回支部太会で，イネ科 2番草を用いて予乾の程度を変てサイレージを調主要した結果を報告した

が.今回は 1番草を使って同様左試験を実施した。

原料草は 4日牟 6月 15日比刈取った出穏期オーチヤードグラス，結膏初期赤クローパの混播牧草で

朝刈取bを始めウフヨ-.サイドレーキ，ハーペスター等を使って牧草の水分を 77， 69.63.. 61 

50， 48%に予乾し 6本の小形サイロ(1. 2 )と 2.4m ) ltC無添加で埋蔵した。水分48%迄の予乾K

1.5日を要した。

サイレージの乾物含量の増加に伴う PH. 有機酸.寸支組成の変化についてみると. PHは 4.6.......5.5

と高く左る傾向がみられ，原物中の乳酸は1.1 .~ 4.6 %と増加し酪酸は1..6......0.0%と減少し，また総

酸中oi乳酸の割合はしだいに多く左 b酪酸の割合は減少した。サイレージの乾物含量と各乾物中の酸含
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量. PH.. アンモニア態窒素の全窒素K対する割合Kついて相関を求めると，酪酸とは r=-0.91 

c Pく 0.001 ) 総酸とは r=-0.9 5 (Pく0.001) PHとは r='0;'_8 8 (Pく0.001 ).アンモニア態窒

素とは r=-0.65(Pく 0.05) と強い相関が得られた。しかし乳酸とは有意左相関はみられ左かった。

サイレージの一般組成の変化は乾物中で粗蛋白質は 12.口.--....10.3%..粗脂肪は 5.4........3.6%としだいに減

少しa 逆に可溶無窒素物は 5ス5"-'44.3%と増加した。 粗繊維s 粗!天分の変化はあま b左かった。可消

化成分の変化は乾物中で粗脂肪の減少が非常に大きく，粗蛋白質も減少したが可溶無窒素物はしだいに

増加した。

乾物中の TDNについては 6つのサイレージの聞に大き左差はなかった。

以上の結果は 39年に得た試験成績とほぼ同様で，サイレージの乾物含量はその品質を支配する重要

左要因の 1っと考えられる。低水分サイレージVC.i，-，いても密封方法に充分注意するとトップスポイ νー

ジを防ぐととはできるが開封後長期間経過するとカどの発生がひどい点は今後検討を要する。

14.多雨期における大量乾草機械化調製法の実用化について

(道立新得畜試)小塩栄，大森昭治，千田勉

北海道VC.i，-，ける乾草調製は天日乾燥法に全面的K依存しているが，地域によっては牧草刈取期の気象

条件は必ずしも好適し左い場合がある。かかる地帯の乾草調製はきわめて困難で.このことは多雨多湿

型気象条件に由来するものとは考えられるが，熱風乾燥法による乾草調製技術はとの点を充分補い得るも

のと思われる。今回昨年に引続き，移動型スラット床上に堆積熱風通風乾燥法Kょん外国道入ドライ

ヤーと北海道産ドライャーを用い牧乾草大量調製技術を確立しようとして実施中であるのでその概要を

報告する。

(1) 人工乾草VC.i，-，ける予乾程度は低い程効率的である。

(め 材料草の含水率幅が広く，圃場予乾処理によって予乾材料の均一化が大切である。

(司 1固に要する運転時間

N製熱風 1 5時間前後 常風 1時間以上

E製 !I 2 0時間前後 !I !I 

15.組飼料の省力的大量調製法に関する試験

(第 1報)根釧パイロットフアームVCi，-，けるサイレージの水分含量と品質との関係

1.目的

(道立根釧農試}坪松戒三. 0鳶野保，坂東健，

小倉紀美，吉田 悟，相田隆男

(根釧開拓営農指導所)東成紀，佐々木幹二

さきに慣行タウアーサイロで低水分サイレージの調製が可能であるとと Kついて報告した。

しかし，極端に低水分化するとカピ発生や再醸酵の危険性が伴うので，現状で普及出来る適水分を究

明する必要がある。そこで，今回は農家生産サイレージの水分含量の実態と品質との関係について調

査した結果を報告する。
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2. 調査方法

昭和 39.--...40年度の 2年間，営農指導所の選定した農家からサンプリングし・外観調査，酸組成

飼料成分左どの調査をした。両年とも 12月中旬K実施した。昭和 39年度は 20戸から各々 1点づ

っ，昭和40年度は同一サイロでも層男IJIfC水分め異左る場合は" 2.--....3点採取したのでJI 1 2戸の農

家から 18点サンプリングした。

3. 調査結果

(1 ) サイレージの調製技術は作業機械，労力，施設.調製量等多くの条件によ b左右されるので公式

的方法が必ずしも実行され難い場合が多い。

(勾 i調査したサイレージの水分含量は，昭和 3:9年度は 81. 9 % ""' 5 2. 0 %で，昭和40年度は88.4

.........5 2.6%の範囲であった。

(3) 水分含量の低下とともに外観謁査に工る評点が増大する負の相関関係が認められた。左卦，低水

分サイレージの場合もカピ発生a 再醗酵はみられ左かった。 e
(4) 水分含量の低下とともに pHが高〈左る関係は認められ左かった。これはカピ発生，再醸酵がみ，

られ左い理由のーっと考えられるロ

(5) フリーグ法による酸組成の調査では，水分含量の低下とともに乳酸含量が著しく増大し，酪酸含

量は著しく低下もし〈は皆無と左った。

(6) ガスクロマトグラフによる揮発酸組成はいずれも水分含量とは一定の関係が認められ左かった。

しかし.各フラクシヨンが現われる場合，時酸のみ現われる場合左ど 2・3の特徴が認められるの

で今後の検討を要する。

(7) 粗蛋自に対する VBNの比率はー般に大きい価を示し，変動はあるが低水分K左るに従い低下す

る傾向を示した。

(8) ペンシノレパニヤ方式によ'tDOP，.. TDNを推定し高水分，中水分.低水分に分けて根釧農試のサ

イレージと比較した結果.農家生産サイレージほ，か左b低い価を示した。これは調製日数が長い

こと，醸鮮による損失の大きいこと左どが主因と考えられる。

16.粗飼料の省力的大量調製法に関する試験

(第 2報)無細切サイレージの調製試験

(道立不良釧農試)鳶野保. 0坂東 健，蒔田秀夫，小倉紀美

吉田悟，相田隆男，藤田保，坪松戒三

目的:近年乳牛飼養頭数の増加と共に越冬組飼料の確保量も増加してきた。しかしそれに伴う機械力

労働力が十分で左〈省力的サイレージ調製のた崎原料草を細切じ左いでサイロK詰込む場合がある。

そこで今回は原料草を無細切とし細切した場合と比較し，その品質について調査した。

方法:出穂期ォーテヤード出穂始チモシー主体草地を用い 6月下旬モアーで刈倒し半日程度予乾して

から鮒田切区ではそのまま，細切区ではハーベスターによ b細切し各々 11x2x 3 ( m)パンガーサイ

ロK詰込み.その上層K非予乾草を上積しビニーノレで被覆した。加重として土を用い 20 cm程度の厚さ

にのせた。詰込時原桝草の長さ( cm)は無細切区 42.0細切区 10.5であった。開封は翌年 1月上旬K

行った。サイレージの温度変化はサミスター温度計をサイロ中層K入れて.サイレージ取出面の温度は
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棒状温度計Kょb測定した。サンプリングは約 70日間K亘って乳牛に給与しつつサイロ上層中層長よ

び給与時Kついて各々 3回づっ行いその度K分析した。乳酸は比色法.. V FAはガスクロマトグラフイ

によ D分析した。

結果:1 )詰込後の温度変化は両処理問K大差左〈最高温度は 34.5....._3 5.0じであった。開封後無細

区Vl:i，-.いて発熱が見られ取出面の平均最高温度は48.8'CVl:左った。とれに反して細切区で発熱は見られ

左かった。

2)発カビが鰍田切区の予乾草と非予乾草の聞に見られたが細切区では見られ左かった。サイレージ

の外観は無細切区が一般に劣っていた。

3 )取出時の平均水分(%)は無細切区でサイロ上層，中層，給与時でそれぞれ 76.5. 6 9~"2" 7 0.3 

であ b細I}J区で 83: 3 ， 7 2.7.. 7 O. 5であった。

4) PHは無細切区で‘サイロ上層.中層.給与時で司それぞれ 4.92.. 4.8 0，. 4.7 8であb細切区で4.78 

e 4.30. 4.57であった。

5 )総酸，乳酸，酷酸，プロヒ河・シ殻，イ;1:;1;.... 1:び正酪酸，ィ;/i，-.よひ正吉草酸の乾物中含量筋)はサイロ上層vr:;t，-.，̂ 

て無細切区 5.5 0 I O. 5 5， 1. 7 1. O. 5 1.. 2.3 2 JI 0.4 1であb細切区ス 72 JI 0.3 6 JI 2. 2 8 ， O. 9 6 JI 

3.66. 0.46で中層では鮒田切区 2.94 JI 0.9 5 JI 0.7 5 JI 0.2 7 I O. 9 7 JI 0であ b細切区4.76JI 1. 39 JI 

1. 7 2 JI O. 6 9 JI 0.8九 0.07で給与時も中層とほぼ、同じ傾向を示した。

6)全 NVl:占める VBNの割合(%)はサイロ上層，中層JI 給与時でそれぞれ無細切区で 20.9 JI 1 2.0 

1 5.5であ b細切区で 1Z 4. 1 0.0 JI 1 0.8であった。

7 )取出時のー殻組成は処理聞に大差左〈詰込時原料草に比較して水分台よび粗結維の増大と NFE

の減少が著るしかった。

第 1会場 午後の部 (講演時間ヲ分，討論 2分) 1 3日寺ょ b

17.粗飼料の省力的大量調製法に関する試験

It (第 3報)無細切サイレージの飼養効果

1.目的

(道立本殿!II農試)鳶野保，坂東健JI 0蒔田秀夫，

小倉紀美.吉田 悟，坪松戒三

前報で報告した細切，鮒田切サもイレージを供試して，めん羊による消化率，乳牛による飼養効果を

検討したので報告する。

2. 方法
ー民， 

産乳日量の少左い乳牛群(A群)と多い乳牛群(B群)それぞれ 5頭づっ計 6頭を用いて，昭和

4 1年 1月15日から 5月 15日まで 1期 20日間の反転飼養試験法Kょb行った。第 1期はA群に

細切サイレージをB群に無細切サイレージを給与し，サイレージを飽食させ.配合飼料を 49らFCM

の%量給与し早乾草を鰯合与としたo 体重は各期の終了時Vl:3日関連続して測定い産乳日量は 1期

間の後半 10日聞の平均値を，また牛乳は 3日間 6四分の混合サンプノレを用いて分析した。乳牛の一

般管理は根釧農試σ寝行によった。
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消化試験はめん羊 5頭づっ言十る頭を用い各組成の消化率を求め且 TDN.. DCPを算定した。

3. 結 果

1 )細切，無細競合与サイレージの乾物中の一般組成については顕著左差は左かった。

2 )めん羊による消化試験の結果で、は無細切サイレージの方が低い傾向が認められJ) T D Nは細切，

無細切で乾物中それぞれ 6O. 5 %.. 5 9. -3}らであった。 DCPは同じく 6..4cj九 5.5 cjらであく戸た0

3 )乳牛による飼養試験の結果では，サイレ戸ジの乾物摂取日量は無細切区の方が少左く，体重に対

する割合は. A群 B群の平均で細切，無細切それぞれ 2.45.. 2.0 89らであったo TDN.. DCP 

摂取量を日本標準比でみると無細切区の T:DN摂取量が不足した。体重変化は細切区A.. B群平均

5 5 3 K9..無細切区同じく 547 K9で無細切の方が劣った。 4%FCM日量は細切，鮒田切でそれ

ぞれ 16. 6.. 1 5. 4 K9で無細切が劣九またA群よ bもB群の方が減少度合が大きかった。

今回の試験では，給与サイレージの品質の差を拡大するために乾草を無給与としたために，無細

切サイレーヅの摂取養分量が不足しそのために増健乳効果が炉たものと思われる。 e

18.牧草サイレージ乾草併用法と低水分サイレージ単用法

との飼養価値の比較(第 2報)

(道立新得畜試)0塚本達，西埜進，曽根章夫.

和泉康史，大橋向夫.小材遁臣

最近低水分サイレージに対する関心がもたれ，その調製上の問題点あるいは改善策左どについての報

告はすでに若干左されている。しかし，その飼養価値を利用する立場から述べた報告はあま bみられな

い。よって演者等は低水分サイレージを単用じた場合の飼料摂取量と産乳なよび増体効果について，従

来のサイレーえ乾草併用法と上撤したo

方法: 1)低水分サイレージは 2番刈bで18月28日から 2日間tにわたヲて塔型サイロに詰め込み，

上部に生の牧草をのせ，更に水蓋で加圧密封した。予乾した牧草サイレージは 1番刈bで 6月23日か、

ら2日聞にわたって塔型サイロに無添加で埋蔵した。その草程はともにイネ科優占である。

2 )乳牛6頭を供試し.. 3頭づっの低水分サイレージ単用とサイレージ.乾草併用の 2群K分けて，予

備期 7日，本期 21日間の反転法によ D行左味。組飼料はサイレージはともに自由採食としa 乾草を . 

併用群VL2.5 K9補給した。濃厚飼料は FCMのMを給与した。

3 )低水分サイレージは緬羊5頭を用いて消化試験を行左った。

読ま果: イ)給与時の低水分サイレージ;j;.， l::び予乾したサイレージの水分含量が 37%(26..4........

4虫o% ).. 7 0 % ( 6 5~ 8 ."__' 7 1. 1 % ).1 P Hは4.9 7 "-' 5. 6 O.・4.7O . ..__. 5. 4 0であった。予乾じ

たサイレージは PHj酪酸含量.NH3-N/T-Nともに多く，すぐれた品質では左かった。

2 )粗飼料からの乾物摂取日量卦よび体重比は，低水分サイレージ単用群虫 55 K9. 1. 9 3 % JI サイ

レージ段草併用群 8.1 8 K9.. 1. 7 3 %で低水分サイレージ単用群の方が多い。

3) 1日1頭当 bのFCMは低水分サイレージ単用群の 11.31Kf(VL対し，サイレージ乾草併用群が

1 1. 3 9 K9で殆んど差異を認めない。

4 )体重増減日量は.低水分サイレージ単用群が 0.44 Kff増加したのに対し，サイレージ乾草併用群

が 0.42K9減少し，低水分サイレージに増体効果がみられた。

5 )低水分サイレージの有機物会よび粗蛋白質の消化率は 62.口%.. 5 6.49らである。
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19.サイレージの消化，利用に関する研究

(第2報)1番刈グラスサイ vージの乾鈎含量と消化率について J

(道立新得畜試)石栗敏機

第 1報で2番刈グラスサイレージについて報告したので今回は 1番草を用いて同様左試験を実施した。

原料草は 19 6' 5年 6月，15日K刈取った出穏期ォーテヤードグラス，結蒼初期赤クロパー(80: 

2 0各重量比)の混播牧草で朝刈取b細切してサイロに詰め込んだものs 夕方迄予乾して詰め込んだも

の，翌日の昼迄予乾したものと材料の乾物含量を 5段階Kして無添加で小形サイロ(1. 2 x 2. 4 in ) ltC 

貯蔵した0'消化試験は5歳の去勢雄緬羊 5頭を用いて. j 9 6 5年?月 5日から予備期 10日間全糞採

取の本期 5日間で消化箱を使つてなと左った。供試したサイレージの PHは 4.7--5.5と高いもので，

高水分サイレージにはか左b左酪酸含有がみられたが，外観.臭等は割合良〈緬羊はこれらを良〈探食

した。 3回の消化試験から得られた消化率を表に示す。サイレージの乾物含量の増加に伴う消化率の変

. 化をみるとA 蹴は顕著K低下し逆に可溶無窒素物は高〈左ったo 組結臨時かに低下し，粗蛋白質

は乾物35%のサイレージが低かった。これらの消化率を逆E弦変換して分散分析すると粗脂肪，可窓

無窒素物に 19も水準で有意左差がみられ，他の成分には有意左差は左かった。可溶無窒素物の消化率が

消化率 C3頭平均)

サイレージの 乾 物 組蛋白質 組脂肪 窒可素溶 物無
乾ー物 ?ら

1 8.2 6 2.4 5 8.8 7，5.4 5 5.8 7 4. 3 

3 4.'6 60.3 5 2.2 6 5.2 5 8.8 

4 8.8 6 3.6 5 4.0 5 9.9 6 3.8 7 2.6 I 

高〈左る傾向は第 1報でもみられたが，これは低水分サイレージでは醸酵が進まず可溶無窒素物，可溶

性炭水化物.糖等が多〈残存すると報告している成績等からi可消化可溶無窒素物含量が低水分サイレ

ージにをいて高くこれが消化率を高くしている原因と想像される。組脂肪の消化率の低下はサイレージ

の有機酸含量と関係があるようで，低水分サイレージでは有機酸含量が少左<.有機酸の一部はエーテ

. ノレ抽出されることや，醗酵の進んだサイレージはエーテル抽出される物質が生成されているのではか

かと推察され，とれが体内で分解されて高水分サイレージではみかけの消化率を高めていると想像され

る。組蛋白質，粗紹維の消化率が低下する傾向は，低水分サイレージで、ある程度高温醗酵に左るためと

述べている成績があるのみで，明確左原因については不明のようである。

これらの消化率を使ヲて 3つのサイレージの乾胸中 DC P:. T D Nを計算すると，乾物含量が多く左

る11贋1tC(ス4• 6 3. 6 ) ( 5. 7. 6 1. 5 ) ( 5. 9. 6 2. 5 )と左九 DCPでは粗蛋白質含量とあわせ

て消化率の低下で減少したが. T D Nではあま b違いは左かった。

20.乳牛の放牧飼養管理技術に関する試験

(第5報)短草，慣行放牧時左らびに青刈給与時1tC.;t，.，.けるノレーメン内V FA'，組成

(道立槻11農試)鳶野保，坂東健，小倉紀美.. 0吉田悟，平山秀介s 岸臭司

1.目的

乳牛の短草放牧と慣行放牧の比較試験結果を前報で報告したο 今回は.乳牛の短草，慣行放牧時左
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らびにめん半の青刈給与時1rC:i;~けるノレーメ山内 VFA組成を調査した結果を報告する。

2. 方法

試験1. 2頭の放牧牛宇供試し，それぞれ 11頭づっ短草区と慣行区K放牧し. 1週間予備期間としそ

の後 2日間胃カテーテノレで吸引採取した。 I

試験 2. 2頭のめん羊を供試し，それぞれ11頭づっ短幕放牧草と青刈牧草(草丈 50.......6 Ocm)を刈

b取b給与してs その後 3日間胃カテーテ山日 3固い1.0 0・13. o. 0.. 1 5. 0 0 )吸引撤

した。

試験五 フJステユラめん羊 1頭を供試しJ6月1日から 6月22日まで同咽場から刈取ヲて給与

し，その間 6:月10日から 22日までに隔日 1rC6日間 C1日1rC4回)ノレーメ Y液を採取して牧草の生

育時期別のノレーメン内組成を調査したovtA組成はガスクロマトグラフによれ PHはガラス電極、

To七al.V F AはBane坑による蒸溜滴定法七ある。

3. .結果 l 

( 1) 放 牧 村勝" To七alV.FAは 2日開の平均で短草区s 慣行区それぞれ 8.1・1O. 0"切pe
で司長草区の方が高い価を示したo PHは変動が大きく唾液の影響もあるかと思われるので明らかで

左い。全 Nは短草区の方が低いにも拘らすiNHa-Nは高い価を示した。 VFA組成はいずれも大差

が認められ↓左かった。 I

(2) めん羊 2，頭K短草と，長草を刈b取D緒与した結果では短草区の方がPHが高(.. To七a工VF

A はやや低い傾向を示した。前試験同様~Nは短草区の方が低いにも拘らず NHa-Nは高い価を示

した。 V口組成は.. 3日間 5回づっ計?回の平均値ではいずれも大都認められず， t の傾

向は伺われ左か った 。" ・

β) アイスドラめん羊を供試した試a験では長草に左るK従いJ) PHは高 (VFAは低〈左る傾向を

示」前試験と異った結果を示した。しれPH :;b~.tび VFAは草の長短リも探食量に影響され

るものと考えられるので，本試験の場合，矧乾草飼養から青刈放牧草に変ヲたために噌好性が増

し短草期K著しく採食したものと思われ忍。 VFA は O2 • c:1. n -04" nー05いずれも牧草の

生育醐どともに大き左波状K変化して外るので駄の長短との関係は明らかで九しかい以

上5回の調査で草丈の長短によるノレーメ以内VFAの組成には大差が認められ左かった。

21.粗飼料の飼料価値評価法に関する試験

(第3報)工n-，，ri七ro セノレローズ消化率と TDNとの相関関係

(道立中閣11農試)鳶野保，坂東健. 0小倉紀美，

i 吉田悟，岸臭司

1.目的

さきに乾草を用いて工nγivoDDM" TDNと工nvi七ro セノレローズ消化率との聞に高い相関関

係のあるこ出を報告した。今回は前報K引きl続いて実施した試験結果を報告する。

2. 試験 方法i

試験1. 胃カテーテノレで、吸引採取したノレーメ.;/液を用いた場合s

雄めん羊 2i頭を供試し各々 1頭づっ乾摩単-味給与と乾草十濃厚飼料給与とし.. 2番刈乾草を用いて
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Invi七ro セJレローズ消化率の経目的変動と.供試胃液Kよる鰍住素分解能の差異を検討した。

試験2. フイズテユラめん羊を用いた場合

フイスチユラめん羊 t頭を供試し，乾草全濃厚飼料給与期と乾草単味給与期とし. 1番刈乾草を用

いて工nvi七-ro セノレローズ消化率を測定しs 前試験同様，その経目的変動と供試胃液による繊維素

分解能の差異を倹討した。左辛子，乾草3点を供試して工nvi七ro セノレローズ消化率と工nvivo

DDM.TDNとの関係をみた。

3. 試験結果

(1) 昭和40年 1日月 4日から 11月23日までに胃カテーテノレで 10回吸引採取し..-2番乾草の

Invi七r-o セノレローズ消化率の経日的変動と供試胃液によるセノレローズ消化率の差異を倹試した

結末乾草単味給与の平均消化率は 46.2%乾草+濃厚飼料給与では 45.3%で、両者間K大差が認

められ左かった。左会変異係数は各々 12.8._ 9. 6 %であった。

• ω 前試験と同様Kフイスチユラめん羊を用い 1郡 IJ棋を用いてセノレローズ消化率をみた結果，乾

宣単味期 21. 6 %.乾草+濃厚飼料期 22.7%で変異係数は各々 13. 9.. 1-6. 1 %で、あった。

• 

以上の結果，経日.的変動はあるが長期間の平均値は一定に左るととが予想されs 濃厚飼料の給与K

よるセノレローズ消化率の差異は認められ左レ'0

β) 1 番刈乾草を S 七 andardとして.乾草 3 点の工 nvi 七 ~-o セノレローズ消化率を補E して工 nvi

vo DDM. TDNと比較検討した結果，両者間K一定の関係が認められた。そこで，前報で報告

した乾草 8点の成績を含めて相関係数を算出した結果. 工nvivo TDNと工nvi七1'-0 セノレロー

ズ消化率の間K相関係数r=0. 9 7が得られ.. y = O. 5 1 X + 3 5. 2 8で表わされた。

向，工nvivo TDNとPensi工vania方式Kよb推定した TDNとの相関係数は T=0.7 9 

で工nvi七ro セJレローズ消化率との相関係数ょ bも劣った。

Pensilvania方式にはDOP推定値と工nvivo DOPとは極めて類似した価と左 b相関係数

はr= 0.9 9と在った。

22. サイレージの給与特性に関する研究

(第 1報)消化管内の通過速度と消化率との関係について

(北農試畜産部)醐慎三. 0荒 智，名久井忠a 難波直樹

〈北農試草地開発部)高野信雄，鈴オミ慎二郎，山下良弘

乾草とサイレージの家畜K対する給与上の差異は.乾草と比較してサイレージの乾物摂取量が少いと

とにあるとされている。著者らは家畜の乾物摂取量が消化管内の通過速度と密接左関係があるものと考

え，サイレージと乾草の消化管内の通過速度b よび消化率を調dその点を明らかにしようとした。

同ーの圃場で生産されa 同じ成育期の牧草を同時に刈取ん水分 78.%.. 7 2 %_. 4史 1%のサイレ

ージ及び乾草を調製した。それらを緬羊(2歳)8頭を 2固にわたり試験K用いた。消化管内の通過速

度はプリリアントグリン a ローダさン B等の色素で乾草bよびサイレージを染め，乾物摂取量の 4%を

サイレージb よび乾草K混ぜて給与し.糞の中の染まった繊維を計数して消化管内の通過速度とした。

消化率は常法K従って分析した。

消化管内の通過速度については，乾草では採食後から採食後 12時間までの間VC0.1%が排泊され始
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め，探食後 32時閉までには54.7%が排池される。糞中K染まった結縦がみれ左〈左るのは採食後

160時間である。高水分サイレージ(水分 78%)では採食後 2O...._ 2 4時聞に排池され始め，採食

後 4日時閉までに 51. 8 %が排池される。全部が排池されるのは採食後 76時間である。中水分サイレ

ージ(水分 72%)では採食後 16........ 2 0時間ーと排池され始め.採食後 40時間で 57. 9 CJら排池される。

全部が排池されるのは採食後 68時間である。また低水分サイレージでは採食後 12 -1 6時聞から排

池され始めs 採食後 36時間で 62.1 %が排池される。全部が排池されるのは探食後 6.0時間である。

乾草では採食後 24 "-' 2 .8時間の間K最も多<.. 21%も排池される。それ以後は次第に減少してい

く。しかし高水分サイレージでは採食後 40 "'_4 8時間の聞に最も多く!l 3 6.4%も排池されるが，し

だいに減少し始め採食後 64時聞に再び増加し 1.6.1%も排泊される点が乾草と異左っている。中水分

サイレージをよび低水分サイレージでも同様の傾向が認められた。

消化率は高水分サイレージが 63.59ら，乾草 2が 63.4%. 中水分サイレージが 62.69ら，乾草 1が

5 8.2%..低水分サイレージが 56.2%であった。

乾草とサイレージとでは消化管内の通過速度が異なるほかDで左く s 排池される型も異なっているo • 

また消化率は消化管内の通過速度とあま b密接左関係があるとは今回の実験では認められ左かった。

23.生草，乾草およびサイレージ給与時における各種濃厚飼料併用が

窒素代謝におよぼす効果

(造立機HI農試)0坪松戒三，鳶野保，坂東健

乳牛のサイレージ主体飼養法確立試験!tCi，"-いて，サイレージ多給時に生草や乾草給与時と異左 b濃厚

飼料補給の蛋白消化率の顕著左向上と灰分出納の陽性化効果を認め，サイレージ給与時の窒素利用率の

低下はその窒素形態語ミ非蛋白態であることとそれを利用するための炭水化物が不足であることを考察し

た。そこでサイレージ給与時の窒素利用率を向上する蛋白飼料や効率的左炭水化物の種類を検討するた

め，生草や乾茸給与時の窒素出納と比較究明しようとしたものである。

供試家畜の緬羊 6頭を 2群とし，試験期聞を 1期 15日間として予備期本試醐間とにわけ. 1 1期

延 20飼料群の消化率，窒素代謝・体重増減を調査し九ラジノ生草は 6月22日~ヲ月 19日まで毎 . 

日刈取給与し. 2番乾草はチモシー主体草を?月下旬刈取，サイレージは出穏期テモシーを 6月下旬，

トレンチサイレージは 7月上旬高水分無添加方式で埋草したものである。

一般に飼料の消化率を比較する場合，乾物消化率で代表するので.飼料の種類は異なるがこれで比較

すると，無添加の場合ラジノ生草が最良でサイレージ.. 2番乾草では差が左かった。この基礎飼料K対

する消化率向上の補給飼料の効果は生草では大豆粕が最大で，他の熱源.蛋白飼料では差が左かった。

サイレージでは配合添加，大豆粕魚粕併用がよ<.糖密車紛の効果は少左かったロ以上の乾物消化率の

向上は蛋白の向上によるものであるがJl 2番乾草でも大豆粕魚粕併用がよく，これは各成分消化率の向

上Kよるもーのである。

このように消化率の向上が蛋自に基因するものであフてもそれが蛋白蓄積K直結するとは限ら左い。

そこで蛋白f胡fを糞尿排池との関連性で倹討した。無添加の場合窒素出納は生草 0" サイレージ陰性s

乾草陽性であんこれは糞中排池が ζの11買に漸増し，尿中排池はi断滅し，サイレージの摂取が最低であ

った ζ とによる。総じて窒素蓄積は糞中排池ょ b尿中排池量が鍵を握九蛋白消化率と関係左〈生草で
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は大豆粕，糖密飼料a 配合がよし大豆粕魚粕併用の高蛋白飼料は不良であった。サイレージでは高蛋

白澱粉併用が蓄積率が高かったがs 体重変化からみても‘各飼料間K差が左かった。 2番乾草では無添加

の蓄積率が他の飼料よ b高い仰斗 Lわらず高蛋白飼料併用でよD向上したととは.肥育飼料としての従

来の成績と一致したo 体重変化でも生草〆サイゃレージの無線加の減量と他の平行した増量がみられむ

以上各種形態の飼料によって特性が異叫窒素蓄積効巣地草.サイレージが同程度で. 2番乾草

が顕著であった。補給飼料の特異的左効呆は上述程度しか判明し左かったが，窒素の尿中排池量の低下

を示す飼料の組合せを今後検討すべきであろう。
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第 2 会場 午 前 の 部

24.豚精液の凍結保存に関する研究 i 

I 精巣上体尾部精液の凍結 | 

(酪農学園大)0小山邦武，横山明光

POlgeらKよって開発された凍結精液の技術山牛附いては大き左成果を上げて対抗豚精液

では困難祝されているo 演者らはs 豚精液の政結保存K関する研究の第 1段階として，精巣上体尾部よ

タ濃厚精腕直接採取し，種々の異った稀釈財用いて，その精液の蹴後の精子性格付び受胎

成績を調べた。 I

(↑);場Kム精巣より採取崎被を叫そ山の稀釈液で 2倍K稀釈ω ち，徐々 (!L5C • 

まで冷却し九 (第 1次稀釈) 制後グリキリン(凍結時)を含む稀釈液で第 1次稀釈液を吏K倍

稀釈し(第二次稀釈)J 4時間のクリセ 1)ン捕後，直径0.8mmのアンフ。バ分注し，封印，凍結

し九凍結は LINDEの液体窒素用保存器〈同一 25)を用い，液体窒素ガス中で行左った。凍結

後 20分ののち，液体窒素を補充し'J -1 9同じで保存した。

生存率は凍結精腕氷水中Kで融解後，常、本κょb検査しむ授精は，授精直前K凍結精液を融解

し，同一稀釈液で約 6"-8倍K稀釈後，注入した。

〔均実験成積 | 

凍結精液を融解した後の精子同卵黄プドb糖、液、卵黄ポリガミン液では比較的良好左生存率を示

したが、卵F ブドウ糖液では良い結果が得(られ左かったo 全般的~~， t*闘に比較してかりの活

力の低下が観察ぎれた。 I

受胎成績は現時点附いては不明である。 i
以上の実験叫豚の精巣・上体尾音i精液は、凍結後もか左 bの生存率を有することが判明したので、今 ー

後は添加物質の濃度、各種保護物質の比較、凍結速度等についての倹討をすすめ、それらの豚の射精 ・
精凍結への応用について研究を続けたい。 I

25 家兎における生殖諸相と体温、|流血中白血球数

お山門の消長(叩

(也大農)0堤謝荘、高橋正治、清水良彦、八戸芳夫

従来余D関心の持たれてい左かった正常不妊(の家兎でも卵巣内卵胞群の発育状態に周期性があって、

それに伴った子宮粘膜の変化がみられ、ぎらに月訪言細胞ならびに月室粘液の性状にも周期的変化が現われ

て〈ることが-認められた。また妊娠期同挫内戸遊離細胞成分の変化によって 4期に区別し得られミそ

れらは受精卵の着床、胎仔がよび胎盤の発育状態と密接な関係Kあることが知られてきた。本研究では
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とれら信直~i;>-ける諸相と関連して、体温‘流血中白血球数まらびに赤血球数がどのようま変動を示ナ

かを観察した。

(1) 日内変動について

午前?時よ b翌日の正午まで 5時間bきに測定した結呆、平均体温では午前?時陀最低値5虫2000

r 1 0例平均)を示した。その後上昇して午後5時よ b翌日の午前 3時までの間高温期が継続い平

均最高温は 39.57:00であった。しかし白血球数左らびに赤血球数に辛子いてはやや一定したレベルを

保ち、日内変動は認められなかった。

ω 性周期的袈動について

従来行ってきたと同様K月室垢内上皮細胞の多少、生理的食温水による洗糠液なよび屋内PH価の判

定Kよって性周期を求め、性周期ととれら 5要素との関係を追究したが"¥也習期内陀bける各時期と

の関連については明確左変動傾向は認められ在かった。しかし測定値から得られた曲線から、特に毎

朝《測定値を取 b上げるとと陀よって曲線がい〈つかの山の連続であるととが認められ、との各山の

継ぎ目を求めて計算した間隔では性周期間隔が平均 5.87日:t1.5.7日 (.6==2.65日)であったの陀対

い体温による平均間隔は 5.62日:to. 7 1日( 二 1.6 3日)、白血球数による平均間隔は5.78日

:t 0.7 1日(6-==1.7 9白人赤血球数陀よるものは 5.5 6日土1.0 2日(6"==1.56日)で、それ

らには有意差が認められず、性周期変動が体温、白1m.球数台よひ'赤血球数Kも何等かの影響をbよほ

しているように想像される。

(劫 交配直後の変動について

交配後 2時間b きに 14時苛固まで調べた白血球数の変動では、交配後2-6時間の聞に 1ピーク

を示~ 8ー.10時間自に減少を認めね

(心 蛙娠中左らびに分娩後の変動について

白血球数は交尾後約 18日頃までやや高い値を示したが、その後減少して賂娠24ー 29日の聞に

最低と在九その後分娩空で幾分増加した。分娩直後はやや高〈、分娩後 6日自に減少がみられた。

(5) 偽妊娠中の変動について

交配後体温は上昇い 1 6日目頃主で高温期が続いた。白血球数の変動陀は一定した傾向は認め難

かった。
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26 鶏卵白の殺菌力に関するこ.三の実験的考察

I (酪時大)0市]11 舜(北大町八戸秀夫

|従来主として用いられている卵質測定は山gh いによる方法と異物混入の出現度合出検

卵法左どいずれも質的社問題Kついては，あま bふれbれてい左い。

i演者等は鶏卵日の殺菌力を測定し・卵質内容の向上芦計るための資料を得る目的で，まず鶏卵白の殺

歯力を品種聞について比較し，また貯卵日数、との関係戸び、それらの品種間比較， Haugh uni七£

上び卵殻厚との関係等Kついても考察し1ta i 

|実験KはS七rep七qcoccus faeca工isを用い，供試卵KはWL， W R， N，HとBPRの卵を

市いお新鮮卵の殺菌力については各品種共高い殺菌l戸の値を示い品種聞には有意の差は認められ左

かった。 I

|貯J)s日数との関係については，産卵后 17日K左る的ちじるしく殺菌力が低下し新鮮卵との間K高

ふ有意差が認められ，!との傾向は品種聞にか左 bの差Hz見出され九左h 産卵后 31日目では一層殺

菌力は低下し，品種間;(1(も同様か左 bの差がみられた。

Iまた， J)s自の殺菌力lとHa

(i7 肉用種齢めん羊鞠雑締種利悶

ーサウスダワンi・1 ロムニマージユ・サフォ-:-17:.ボーダーレスター種

とコリデーノレ種との引の発育と産肉性についてー

(道描)1I畜試)q近藤知彦，西村允ー，鶴見利司

ロ宮川浩輝

用雄の品種を知る戸ため~， 肉用4'rN

併と:，コリデーん種雌との雑種子羊 15，9頭を用九その発部産肉性左どを調査」と殺適期時

ヤいて検討じた。 ! 

わ)雑種子羊の発育は!雄にないては 4ク月令打J I雌問、いでは 5ク月令までの増大が著したった。

との傾向は，サフホーク種，サウスダウ消防町て顕著であっ九

従って， とれ等のと殺適期は 4-6ク月の間(tCth:るものと思はれる。

(12) 産肉成績は， 4ヶ月令ではサワスダウン種が高川産肉成績であったo

i極サフオーク種が他の品種よ b良い成績であった;

(13) 発育，産肉成績共K雑種の方が， コリデーノレ種どかすぐれていた。

7ク月令で‘は，サワスーダウン

~8. ブロイラ一周種鶏(ニューハンプシャ← F訟の各種経済形質の遺伝力

i と遺伝相関の推定

(北大農〕。、清水弘，}¥戸芳夫

(吉小松ファーム) 川名啓之

昨年以来(昭和4昨)，苫小牧ファーム(苫小校市)に飼養しでいるブロイラー用種鶏(ニューハ
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J 

ンプシヤ一種)の?週令体重と産卵性の改良を進めて来ていますh 初年度陀，基礎鶏群について各種経

済形質の遺伝力と遺伝相関を推定し，効果的左選抜方式を算出した。

基礎鶏群(父家系数86，母家系数455"'-621，個体数68 9"'-1， 3 9 5 )について測定した形

質はヲ週令体重I 3 0 0日令体重， 9週令の胸角度，初産日令，初産よ.!?2ヶ月間の産卵数台よび卵重

の6つですo 遺伝力は分散分析法によって推定し，それぞれ0.35 7， 0.7 1 2. ， 0.3 9 0， 0.6 7 5 I 0.2 7 2 t 

及び 0.069であった。また遺伝相関は共分散分析法Kよ.!?9週令体重と産卵数との間では.:...0.237と推

定された。

さら K~ とれらのパラメータ -K基いて選抜方式を算出し，考察した。

29. ラコム種豚の特性に関する調査試験

(第 1報)ラコム種の体型b よび繁殖性Kついて

(道立滝川畜試)0首藤新一、宮本喜代「糟谷泰

阿部盈米田裕紀，所和暢

ラコム種はカナダv-c:j;，~いてランドレース，パークシヤー，テエスターホワイトの 5 品種の交雑陀よっ

て作出されたといわれる新品種である。わが国には少頭数輸入されたが・まだ一般K飼養されてい左い。

したがって本種K関ナる調査b よび試験例は皆無であるo 昭和 38年度道が輸入し滝川l畜試v-c:j;，~1.t> て昭

和 39年度から繁殖K供され現在までに延 13頭の母豚が分娩した。当場では本種の性能をf3J3;ちかにす

る目的で，その発育体型金よび繁殖性を調査すると共K生産子豚の肥育試験器よび既存中ヨークシヤ一

種との交雑肥育試験を行左ったのでその概要を報告する。

輸入種豚とその窟子の育成せるものの.外観上K砕ける一般体型凶他の品種の場合とやや異b個体

長よび血統陀よって相違がみられるので・品種固有の体型固定化が不十分の如き感がある。大体医長いて

ランドレース種のそれとよぐ似ているといえるが，それと比較して特徴的左相違点は頭部の大きさがや

や大き〈中等度で耳はやや厚〈短〈垂;下は著しぐ左〈頚部の長さ中庸やや厚(，前中躯の中深みに富み
.'勾

相対的K体長は劣b各部の附着移行は良夜、之、背殺なよび体上下線の形状はよい。後躯の発達充実度は比

較的良いが，ランドレース種と比較して特K優れているとは云い、難い'0 肢蹄の強健性を本種作出む一目

標としたようであるが，当場K輸入されたもののうち前肢屈曲歩行困難のものがあ bその産子K同様の

傾向のみられるも々があるo また後肢も必ずしも強ぐ左ぐ歩様も良好とは言い難い。骨付やや太〈被毛

も幾分粗剛で全体的に粗野の感があるが，体質的Kは強健で・適応d性も高いと考えられる。章子の皮膚rK

不明瞭左小黒斑の現れるものがあるが，被毛はいずれも白で黒毛の出現はみられ左い。

昭和40年末までに分娩した 8頭の繁殖成績では， 1腹平均産子数は 8.7 5頭で多〈左ぐ本種作出の

目標の一つにあげられている繁殖性の向上はみられ左い。 したがって 1腹子豚の総体重は小さいカ弘 1 

頭平均では生時体重から各週令体重とも当場繁養の中ヨークシヤー，パークシヤー，ハンプシヤー， ラ

ンドレース等46苛重り{可れよ bも大き〈離乳時体重も大であったO. ._ 工

e 一、、
、

左草子本調査は例数が少(.また極めて少頭数の輸入で本種の 1部特定系統b よび個体陀砕けるものと

も考えられe 他品種との比較も当を得左いと，忠われるので今後さらK調査を続ける予定である。
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3"0. ラコム種豚の特性に関する調査試験

(第 2報)ラコム種の産肉性について

(道立滝川畜試)首藤新寸宮本喜代「糟谷泰

o阿部主主米田裕粘所和暢

ラコム種が我国K導入されて日はまだ浅ぐ品種としての特性，我国の飼養環境下での適応性は明らか

にされてい左い。繁殖性なよび体型上の特性Kついては第 1報に記したが，同時に最終生産物である肉

豚としての特性す左わち産肉性についても， 2頭延 6腹からの生産子豚 30頭(雄 8頭，去勢 11頭，

雌 11頭〉を用いて調査したのでその概要を報告する。

肥育試験は全般に豚産肉能力検定の要領に準拠して実施しitoす左わち 2.94m
B 

( 8尺X4尺)の豚

房陀単飼い飼料は検定飼料のランドレース給与基準Kよって給与し，個体毎に生体重 20 K!i'で試験開

始" 9 0 K!i'で終了した。

肥育試験終了後は，種畜として供用するものを除いて逐次(1週以内vc)と殺解体し， と肉性の調査

K供した。

昭和40年までに終了した 2頭4腹から生産された 22頭(雄 8頭，去勢7頭.雌7頭)の発育成績

左らびにその内からと殺解体K供した 11頭(雄 3現去勢7頭，雌 1頭)のと肉成績についての平均

f直をみると，

1 試験開始時(2 0 K9)日令は 75.3日，終了時(9 0 K:タ)日令は 182.5日でJ 1日平均増体量は

6 6 2.9 fl .飼料要求率は 3.43であった。

2. と肉歩留は 72.4%，と体長 96.6C'sl， 背腰長(ll)7 0.5 C'sl t と体巾 33.5cm， ロース断面積 15.ocd ， 

ハムの割合 30.1 %，背脂肪層の厚さ(平均)は 2.3 5初であった。

3. 更K枝肉を解体した場合の割合を4頭(雄九去勢 2，雌 1)についてみると，筋肉 55.0%，脂

肪 2ス5%，骨 1O. 1 %，皮 5.59らであった。

とれらを他の主左品種の一般的傾向と較べてみるとJ 1日平均増体量，飼料要求率b よびと肉性の

内と体d芝さに関する形質では，中ヨークシヤー(Y ) ，ノミーク γャー(B ) J パンプシヤー(H )よ

b明らかに優れてな9， ランドレース(L )のそれとほぼ近似する。背脂肪の厚さも L同様K明らか

に薄ぐ，大割肉片中のハムの割合はむ B， HK勝っているが Lと比較するとやや小さい， とれはJ、

ムの長さは割合優れているが L程の厚みや筋肉の張bが左いととによるものと考えられる。とれに対

し， と肉歩留あるいはロースの太さはじ B， Hよb劣J)Lとほぼ同等と考えられ，また，肉色は L

程では左いが概してうすい傾向が認められ， Y， B， H等の鮮明左肉色と異左 9， どちらかと言えば

LK近いものと考えられる。

今回は， 4 l'年度K入って終了した 2腹 8頭を含めて，更K参考古でにラコムを用いた一代雑種の

成績についても併せて報告する。

31.寒冷地の豚舎保温に関する一考察

(北農試畜産部)0西部慎三，三島哲九名久井忠

本道のよう左寒冷地に砕いて子豚の育成率の向上，肉豚の飼料効率の増進を計るためには，豚舎の保
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温性を経済的に高めるととが重要である司我々は今回試験用の豚舎を試作し，実際に豚を飼育し?をがら，

その湿湿度を測定し検討した結果つぎのよう左諸点が得られた。

( 1) 豚舎内の 1日温度変化は通常の場合出 1 0時"-1 4時が最高で， 0時'"'-6時が最低と左るパター

ンを示し，舎内，外の温度窪は壁面保温処理陀よって異左った。

(2) 0時-:--6時の舎内，外の温度差は一定温度範囲内陀沿いて豚舎の保温処理と比例」かつ安定した

温度差を示し，との時間内の温度差は豚舎の保温性を示す指標として最も適当していた。

(3) 舎内外温度差は外気温にも影響され，舎外温度の低い程その温度差は拡大する口

(4) 外気温の最低温度の平均一 5'C位までは稲藁鵠 ビニーノレ左どによる簡易左保温によって容易K豚

舎内温度を口むιしとに高めるととが可能で-ぁ.!?舎内の湿度環境の改善も計b得るととが知られた。

(5) 0時"-6時の舎内，外温度差を指標として実用的左中豚の発熱量の概数を求めると，舎内温度 o'C

---2'CVl:砕いて体重 10 K~当 D ななよそ 25"-28Æ吟4 と求められた。

. とれらの試験結果について熱平衡の基本式と換気速度から考察を加へた結果Kついても併せて報告す

るo

32.寒令地におげる簡易ビニール豚舎による肉豚の肥育試験 第 2期

一現行木造床コンクリート腰ブロック豚舎との発育比較についてー

(道立滝川畜試)首藤新「阿部益米田裕ね

"0所和暢

第 1期(昭 39年度)のビニーノレ豚舎の豚舎構造環境条件.なよび発育についての基礎的試験の結

果，本道の冬期聞に沿いても，簡易ビニーノレ豚舎の利用が若干の改良を加えること陀よ b可能とみ左さ

れたので，第 2期試験は，現行木造床コンクリート風プロック豚舎との発育について比較を行った。

試験期間は 40年 10月よ.!?4 1年 3月までで，供試豚は当場生産せる子豚を，品種別にビニーノレ豚

舎区 1口頭を 1群とする 2区，対照木造豚舎区は 5頭を 1群とする 2区とし群飼した。

飼料は豚窪肉能力検定飼料を用い，不断給餌とし.飲水は別の木槽にて自由飲水とした口

. 供試簡易ビこーノレ豚舎は. 2 8.0 8 m
8

の広きで壁は全面 0.05 mmのビニーノレフイノレを 2重とし， 床

は全面栃長bとした。豚房構造は同豚舎を中央に 60cm幅の通路をもうけて， 2豚房に区切.!?，寝場所と

排糞所とを区別した。対照豚舎は，床コンクリート腰ブロック木造複列改良デンマーク式豚舎 16 0 m
8 

の 1部分を利用し， 1頭当.!?1. 94 m"であるo

(1) 1 2. 1月の豚舎内温度はビニーノレ豚舎で最高最低， 日差は 1O. 7 'C， i. 0 'C， 虫7'C 1月は

1 1. 0じ， O. 9 'C， 1 O. 1 'C，木造豚舎の 12月はそれぞれ 6.2 'C， 3. 1 'C， 3. 1 'Cs 1月は 4.4む

O. 9 'C， 3.5じで‘あったn ビニーノレ豚舎の日差が 10度前後であったが，木造豚舎はそれよ b小さい

3度前後であった。

(2) 湿度はビニーノレ豚舎で司は最高で 72--73%程度であ.!?，木造豚舎では 63"-65停で・あった。

(3) 発育成績の所要目数(平均 20 均"-9 0 K9 )苧工び 1日平均増体量は， ヨークシヤ一種では， ビニ

ーノレ豚舎区は 11 0日、 6629，木造豚舎区ょ.!?1 1日遅れ2 6 4 rJ.劣っているo ランドレース系

種では， 100日， 7269でJ 4日遅れ， 1 8 9劣っている。

(4) 飼料要求率と消費量はヨークジャー種では 4.0 6で， 0.3 6木造豚舎区よ b高(， 1頭当 b消費量
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で22.8 K9多ぐ採食している。ランドレース系種では 3.77で. 0.0 5劣つてなD， 1頭当b消費量

では 3.1Kq多〈採食した口

133 ラシアンコンフリーによる豚の飼育試験

(酪農学園大)0楢崎品榊本保信

近年，吾国K導入されたラシアンコンフリーの飼料価値を検討するため，豚を用いて飼育試験を行つ

;た。

| 供試豚KはYL・L種の同腹の 8頭を用い，市販配合飼料単用の対照区 K4頭，市販配合飼料なよび

;ラシアンコンフリー生草混合給与の試験区K4頭を配置した。飼料の給与量は，両区とも産肉能力検定

i基準給与量Y， B種の一段増しとした。 ζのうちs 試験区にあっては給与量の 30%をラ γアンコンフ

リー生草でなきかえた。試験期間は 10 0日令から 19 0日令までの 90日間とした九その後，生体

|重 90KgK達したものから出荷し，屠体の検査，比較も併せて行った白

! 対照区の試験開始時平均体重は 38.35以終了時平均体重 88.4 K9で期間増体量 5O. 0 5匂 1日

!平均増体量 55 6 9. 飼料要求率4.26であった。

| 試験区では試験開始時平均体重 38.5 7 5 Kg. 終寸時平均体重8O. 1 7 5均で期間増体量 41.6匂

1日平均増体量 46 2 9，飼料要求率 4.95であった。

34. 自給生産飼料利用による肉豚の肥育試験

(第3報)馬鈴薯磨砕サイレージ給与による品種別肥育比較試験

(道立滝川畜試)首藤新一，阿部 益 o米田裕粘

l 所和暢

(北農試畜産部)西部慎三

i 馬鈴薯磨砕サイレージの給与限界試験の結果陀基ずき，馬鈴薯サイレージを風乾物で 40%代替給与

iしたo 供試豚は中ヨークシヤ種(Y区)2腹 4頭， ランドレース種(L区)2腹 4頭，ハンプシヤ種

:(H区)1腹4頭，雑種(Y H区J Y L区)4腹 8頭の計 2口頭を選定しむ各区去勢 2頭，雌2頭と

!し，同腹の 2頭群飼した。

飼料給与量は豚産肉能力検定の基準を手直しした。試験期間は各群体重 20均，....9 0 Kgまでとした。

試験結果は次のと.:T">Dである。

(1 ) 試験開始日令は 75，..__ 9 1日令では試験柊了日令はY区238.0日， L区 205.5日p H区 224.7日

YH区 21虫O日J Y L区 211.5日であった。

(2) 1日平均増体量は Y区 4789， K区54 2 9. H区 5089. Y H区 5189. YL区 50 4 

Fであった。

(3) 枝肉歩留は Y区 70.1)7%，L区6ス37%，H区71.36%，Y H区 70.52%.Y L区6虫22%であっ

た。

(4) ロース断面積は Y区 14.9 c1ff.， L区 14.2 c1ff.. H区 13.7 c1ff.， Y H区 13.0 c1ff.， Y L区 11. 9 crfi 

であった。
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(5) 背脂肪(肩，背，腰〕層の平均は Y区 3.0cm. L区 2.4cm. H区 2.8c叫 YH区 2.9c列 YL区

3.1 cmであったn

(o) 背外層脂肪の沃素イ田は Y区 60.43， L区 61.(J7， H区 58.66.I Y H区5虫61. Y L区 5史24で

あったF

35. 自給生産飼料利用による肉豚の肥育試験

(第 4報)ビートトップサイレージ給与による品種別肥育比較試験

(道立滝川畜試〕首藤新一，阿部 登， 0米田裕紀，

所和暢

(北農試畜産部)西部慎三

ビートトップをカッターで細切しサイレージを調製して.豚陀風乾物で 40%代替給与した。供試豚

は中ヨークシヤ種(Y区)2腹 4頭.ランドレース種(L区)2腹 4頭.ハンプシヤ種(H区)2腹4

頭，雑種(Y H区. Y L区)4腹 8頭の計 20頭を選定した。各区去勢 2頭，雌 2頭とし.同腹の 2頭

群飼したロ

長格↓給与量は豚産肉能力検定の基準を手直しし，熱量の不足を補う目的でとうもうとしを約 25%補

給した。試験期聞は各群体重 20---90K9までとした。

試験結果は次のと;T""!Jである。

(1 ) 試験終了日令は Y区 24 7. 5日. L区 23 6.5 a'. H区 24 4.7日‘ YH区 22 6.0日I Y L区

2 1 5.2日であった。

(2) 1日平均増体量は Y区 50 5.4 fj， L区 46 5.8 g. H区 45ス1g. Y H区 51 4.6 g. Y L 

区 52ス9f!でるった。

(3) 枝肉歩留は Y区 73.2 8 %・ L区 70.81%. H区 71.99，%. Y H区 73.59%. Y L区 72.92%

であった。

(4) ロース断面積は Y区 1ス5cn1. L区 15.4cn1. H区 15.4cn1. Y H区 18.5 cn1. Y L区 14.5cn1 

であった口

(5) 背.脂肪(肩，背.腰〕層の平均は Y区 3.3c叫 L区 2.8c均 五 区 2.4c勾 YH区 3.1c叫 YL

区 2.6cmであった。

35.超音波による豚の脂肪層の測定方法について

(北農試畜産部〕西部慎三. 0平尾厚司.三島哲夫

豚む脂肪層或は背最長筋横断面積を生体のま〉測定レ，その赤肉量，脂肪量を推定し得れは，素豚の

選抜左どK刺用し豚の肉質の向上，産肉能力の向上のためK役するところが大きい。近年超音波Kよっ

てとれらの測定が可能と左ヨてきたが，実際適用上氏はまだ検討すべき問題が多いので，今回は脂肪層

の測定方法Kついてキ鱈すした。

体重 90 K9の肉豚を用¥/)超音被ーによる脂肪層を生体測定すると. と体の通常の測定都位の実視IJ値と多

少の差異が器められる。特K肩部・腰部氏沿いては甚し同との原因としては測定探触子の圧着のため'

の盃或は生体測定部位のと体実測部位とのずれなどが考えられるので，とれらの点につ凶て更に検討
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したす左わち一間 部 氏 砕 け る 最 も 厚 い 部 位lは肩部三 1-2胸ーの，最もうすいJこー

第 13胸椎部，腰部の最も厚いところは・最後第2腰椎K相当するので.体長を 100として尾根部か

らこれらの位置の長さの比を求めると腰部 23.6%辻0.3%. 背部 45.5'%土 0.6%. 肩部 77.'3 %':1:: 

0.6 % vc相当した，生体 90.K9の肉豚K対してとの係数で求めた位置を生体時超音波測定を行い， と体

時実担Ij値.実測位置と比較したととろほ Y実測値vc!近い値が得ちれるととが知られたロ

ねこのよう左係数の中豚K対する適用の可否kphτも更に検討を続けでいるのでこれらの結果に

ついて報告すゐ。[

l JF  

37 銅山:ホワ イ ト ヴ イ ーJし生産品 db  
(帯広』大)0浦上清，石井格 /〆ー:

ホワイトグイ-}レの生産は酪農先進国の実態から|しても，また造肉理論的根拠から見ても.我が園の ... 

将米の酪農業を支える重要左部門と左るべきもので|あるから，全乳のみKよる週令別の増体なよび飼料 司'
要求率ぷ基離句資料を得る目的で，昭和 39年 2月120日より翌年40年 11月5自主で本学附属農場

I '1 vc沿いて.通科学研究安補助により計 17頭を供試して実験を行左ヲた。最初の第1. 2号は予備試験

とし，残り 15頭は 7週令49日聞の速育実験とした。実験終了後，屠殺解体して.屠殺率，肉質左ど

に検討を加えた。!

、その飼育法は前面に晴乳板をつけ，スノコ床としたグイーラーボックスvc1頭宛収容し，晴乳回数は

1日5回として，さき K実験を重ねたホノレスタイン|仔牛の理論的発育線を辿らせるための晴乳量基準か

l ら得られた量を参考Kし，晴乳具を使用して給与ふ・毎回 1回一定時刻K体重打び体尺の測定を

行在ったものである。 I

その結果 15頭の平均増体量は 0.92 2 K9-r，撒開始時体重 48 K9.終了時体重 93.2K9.増体量

4 5.2均であり・校飼料要求率ι，各週の正常左iるものゆを選んで平均したところ・第 1週 0.855

K始り 0.95 6 .'. 0.9 98. 1. 0 3 8. 1. 0 8 1. 1. 0 7 5・1b8?と週令の進むK従い漸増する傾向を示し・ 7週

令問の総平均飼料要求率は t1 7 5であづたo

肉質はうすも L色を呈し，脂肪の乗りはやや少左|いと思われたが，肉味は充分左るミルキーオーダー . 

を呈した白 | 

屠殺率は最高 64: 5 0 %.最低60.4 7弘，平均 62.0 2 %であった。その他解体の諸成績なよび経

済性の検討についてね，との要旨には省略する。 i 

38 出仔…IJ用に闘する試験(即報)

(通語新得畜試)0曾根章夫.塚本達，躍進，

i 和泉康史，大橋向夫.小林道臣

昭和 38年から乳用雄仔牛の経済的左育成肥育討するための技術的問題をとりあげてき九

そ乙で，今回は採算K見合う育成期間中の濃厚飼料む給与最少限度を知るととを目的にして，春生れ

の雄仔牛K全乳を 5週令まで給与する左どの同じ飼養条件で 12.0日まで8頭を育成した。その後濃厚

飼料を体重の 0.3¥%給与するもの 4頭{以下 0.3均給与群)と無給与のもの 4頭(以下無給与群 )VC分
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け.と殺前は 92日間同じ肥育処理を行左った。

その結果. 2 0ク月令の試験終了時体重が. 0.3%給与群の 50 0 K9ltL対し無給与群が 45 4 K9で可あ

ったロ全期間を通じての増休日昔は 7509.6709で 0.3%給与群がまさヲていた。肉質，枝肉歩

留(5 5.8%前後)は大差が左かった。枝肉単価は全牛 420円I/K9で，その収支は差益として 0.3%

給与群が 62.6 3 8円.無給与群が 5ヌ530円得られた。

以上のことから春生れの雄仔牛を育成し，肥育仕上げ後の枝肉単価が 42 0円VK9左らば. 1 4ヶ月

令まで濃厚飼料を約 21 0 K9程度給与することによヨて，経済的K有利左結果が得られるものと加える白

39. ホワイトヴイール生産の経済性の検討

(第 1報)代用粉乳添加全乳給与による委託生産試験

(帯広畜大)浦上清J 0石井格

帯広畜大になける全乳によるホワイトグイーノレ生産の基樹守実験を実施したのも.酪農家の立場氏砕

けるその経済性を検討する目的から，北レンの協力によって現在道内 6ケ所で農家による委託生産試験

を行いつ Lあるが，第 1報として酪農家帯広市川西町五十嵐陽一氏宅での 4頭の生産，出荷，解体の概

要を報告する口

これらは昭和 40年 12月より本年 5月まで.いずれも第 5週令まで全乳のみを給与し，第4週令か

らは全乳K代用粉乳を溶かし加えて給与. 1頭宛グイーラーボックスに収容して，スノコ床，哨現ヰ:JX，.

晴乳具を使用して飼育を行左った。その結果の大要同次の通 Dである。

合 理 2 5 4 平均 金額 収支(1頭平均)

供試前体重K9 55.0 53.0 52.3 50.8 52.8 5，000 枝肉代金
27，930 

‘ 

仔牛人牛工乳代 5，日日日終了時体重K9 104.5 1 1 3.5 106.5 98.5 105.8 代 13，0 17 
乳代

増 体 量K9 4虫5 60.5 54.2 4ス7 53.0 2，502，50 
小言T

1日平均増体量K9 1，0 1 0 1，235 1，1 06 
20，51虫50

0.973 1.082 粗利益ス41 0.50 

給与全乳量K9 41 0.1 '416.7 463.4 445.5 433.9 
@ 30 1日 1頭当

1 3，0 1 7 151， 23 

全乳乾物量K9 4号2'12 5'0，0 04 55，608 53，4 6 0 52，068 

， 
@ 150 

人工乳給与量K9 15.04 ~ 1 5.97 18.1 7 1ス55 16.683 
2，502.50 

総乾物量K9 64，252 65，974 7 3.7 78 71.010 68.7 51 

飼料要求率 1.298 1， 090 1.361 1.489 "1， 297 

@ 420 
枝肉重量K9 66.5 72.5 66.5 60.5 66.5 

27，930 

屠 殺 率?る 63.64 63.88 62.44 61.42 62.85 
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即ち. 1頭Kっき組収入茎 27， 930

仔牛代沿よび飼料代茎 20，5 1虫s0と左り，粗利益はY7， 4 1 0.5 0で，施設償却費合よび諸経費

を除き 1日1頭当り茎 15 1の労働報酬と見積るととが出来た。

従ってホワイドグイーJレK対する消流機構K併行して飼育技術を高めれば，模めて有望左生産業であ

ると思考されるロ

第 2 会場 午後の部

40. ホワイトヴイール生産の経済性の検討

(第 2報)全乳陀各種の代用乳を溶かし加えて給与するホワイトグイール委託生産試験

(帯広畜大)浦上清I 0石井格

第 1報五十嵐農場での委託生産Kヲl続き，豊頃，鹿追，中札内等?酪農家による約 5口頭の首題の成

績の概要を報告する口

内容の詳細はと出 Kは省略するが，それらの中，豊頃町統内農事法人農場(IL:;þ~ける詳細左支出記録か

ら検討すれば次の通りとまる。

同農場生産ホワイトグイーJレ必 5---必:8までの 4頭の 1頭当りの経済性

仔 牛 代 茎 8，000 

全 手L 代 Y 1 2，'8 1 0 ( 4 2 7 Kg @ 3 0 ) 

代用乳代 茎 1， 9 8 4. 2 0 ( 1 3. 2 2 8 K9 @ 1 50) 

諸 経 費 茎 4. 1 0 0 (箱代，労賃，運賃，諸雑費を含む)

支 出 言T 茎26，8 9 4.2 0 )t 

1頭当りの平均枝肉量 5 8 Kg メlf 
一I¥.fj 生産費(茎 26，8 9 4.

2 
0 ) 

枝肉当り生産原価 枝肉量 ( 5 B Kg) 

( Y 4 6 3:6 9 ) 

と左れ従って枝肉Kg当り単価 480円--50 0円が現時点Vてないては適正左る枝肉価格では左いかと

考察される。

41.肉牛の交雑に関する研究

(第 1報〕無角へレフォード種と他品種との累進交雑による質的形質の遺伝とI 1回雑種

雌牛K砕ける経済形質の改良度Kついて

(道立新得畜試)0細野信夫，荘司勇，松村暁，

太田三郎，清水良彦，森関夫

当場では，無角ヘレフォード種の輸入繋養以来I 本種と他品種との累進交雑による貴化試験を行左ヲ

ている。
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生産雄子牛は，去勢若令肥育試験K用い，雌子牛は，当場の慣行法Kて育成し，戻し交雑Kる 2，.._3

回雑種生産K用い，累進交雑の過程K砕ける後代調査を実施しているがJ 1ι2回雑種K砕ける質的形

質の遺伝(被毛色，角左ど)叫び 1回雑種雌牛の体型，発育能力陀関しs 寸 sの知見をえたので，そ

の結果を報告する口

( 1) 質的形質の遺伝Kついて口，ヘレフォード種の白斑 (HEREFORD. PATTERN)が強

ぐ遺伝するが，変克宣伝因子の影響を受け，交雑雌牛の品種Kよb白斑出現度が，やや異るo

WH工TE FACEは優性で 1回雑種は g すべて色素斑顔と左り・ 2回雑種では，被毛色ととも

に分離しでぐる。との 1回雑種の顔面色素斑は急変更遺伝子と対立遺伝子の相互作用と説明されるロ

角の遺伝は，供試した種雄牛 5頭の内. 1頭が無角因子 (P. p)((L関しホモで，異品種交雑に

ないても有角牛は認められ左かったが，他 2頭はヘテロ(P. p)で有角出現率は，平均 5ス8%

( 2 8頭)J 卦よび 75.0% ( 5頭)で， 2回雑種((L;þ~いても，有角牛が出現している。

(2) 体型は，量的遺伝因子の紐合せKより麹見されゐので，ショートホーン種と SH雑種，黒毛和種

とBH雑種. ;þ~よび無角ヘレフォード種と SH:t"'.よびBH雑種の生後 24---- 2 8ヶ月令K宕ける体尺測

定値で比較した。無角へレフォード種と両雑種の比較では. S H雑種は窟肉上，重要形質であゐ胸

囲，胸深，なよび胸巾については， σ----2σ の範囲Kあわ発育も極めて早いo B H雑種は胸囲と

胸深がσ，胸巾はーσの範囲で，増体も良好と左り，遺伝的改良度は BH雑種の万が高<.へレノフ

ォード種に近い体型を示す傾向が誌められた。
-K七

(3) 体各部及び増体陀関する発育曲線は・ Y=A-Be 式から導かれる曲線回帰Kより，また成熟

率はへレフォード種生後 60ク月令担iJ尺数値を完熟値ニ Aとして求めた。体重F よび胸囲の発育曲

線は J S H雑種では工 og (541. 3-y )=6.32542-0.06980 x.ェog ( 1 9 2.5 -Y )二4.80 1 7 1-

0.0 9 8 98 X J B H雑種ではユ og ( 54 1. 3-y )=6.3 0 1 55-0.05736 X，工og ( 1 9 2.5-Y )=4.7 9 

353-0.07504♂で表わされた。左P成熟率に関しても数値を比較検討する。

無角ヘレフォード種の変異中氏訟ける比較(24ク月)
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~'bJ. 42. 体尺測定分析における直交割つけ方法の一例 、 円ダ
. ..:.----

(北犬農，牧場)渡辺裕， 0佐藤邦忠

実験をすると云うこと口，自然、Kものを問うと正であり，その聞い方が下手であると自然、のもつ法則

をつきとめるととは出来ず，聞い方が土手である 4 自然、口そのー側面だけでは左ぐ全貌を明らかにい~ " 

そのもつ多様左法則性を示してくれるロ ! 

実験の規模は設備，労力，経済，時間の面から多数の試験を試みるとと自身が困難であるのが正常で

あるの"'C，実験の大きさを何分の 1州縮少し市も重要左情報を確保する様左実験計画法が芳えられて

きた0' 最近，多元配置法， ラテン方格法，グレコラずン万格法から発展し吏K有効左直交割つけ表による

方法が紹介されている。

著者らは動物の体尺測定向いてその担1]定結果吟よほす諸要因(IL.. -::::;Jいての実験を試みる為にある種 a 

，の要因水準を設け.:この方法による分析を試みた。!その結果.個体因子は全てこの測定部位で有意性を ‘' 
( pく 0.05 ).体高で個体×反傷管囲で測定者X反復，測定順位×反復，体長で反傷個体×反復

の各要因に異常に少左る変動の有意性を認め，測定者の心理的影響の面持えられ・今後の追求の課題

としている更K重回帰万程式沿よび信頼楕円をも求めたロ

4'3 無角ヘレフォード種の交雑による叩牛の肥育に関する研究

(第船若令肥育附ける雑種聞の増体作らび間的服

(道立新得畜試)0太田三品松村疏，森関夫，

|清水良彦，細野信九荘司勇，大沢貞次郎

当場では・若令肥育になける経済的左飼養法を主求ずる一連の研究K着手しているが，本試験ではs

糾問した肥育型態を探究する目的で，早期叫げ(生後 17-18ヶ月，目標体重4，6 0 KI?) eo 

生後 20-22ヶ月の晩期仕上げK区分し飼養しセいるが，解体調査を終了した早期仕上げ区(3品種

6頭)について.その結果を報告する。 I

供試牛は， 4 0年春から放牧晴乳中の子牛を 7J，j 1 7日K離乳しJ 1 0月 10日まで終日放牧，その

後，舎飼で 5月3~日まで育成肥育し， 4月1日から 7月2自主で仕上肥育をしたへ

濃配の給与は，舎飼育成期民砕いて体重の 0.8キ，仕上期は1.0ι 1. 2 %であったo

(1) :放牧中の増体は， 1頭 1日当平均百九レ7オード種 65 8 KI?， S H雑種(ショートホーン種X

ヘレフォード種)72:SfI:.皆よび RH雑種i褐毛耳目種×ヘレフォード種)6 1 2 f}といずれも良

好左発育増体するヲた。 I

(2) 肥育仕上期の増体1r.1，ヘレフォード種 86~9 ， SH雑種 887f}， :j;，">よび RH離 72 6 9で

あったo また，，全期間の平均増体では，それか7459， 789f}:j;，">よび 67 3 f}と り， 放牧

期E 舎飼期とも品種KよD増体K差を生じた0/

(3) 舎飼期になける養分の摂取割合は，可消化養分総量で，育成前期は，粗飼料 60 % :配合40 %， 

育成後期で，粗飼料 55-56%:配合44t-45，%，まPよび肥育仕上期で.組飼料 43-4'9%

• 

:配合51~57%であった。
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(4) 屠体成績では，枝肉歩留り 58.6""_ 6 3. 1 %の範囲で，肥育度の進んでいた SH雑種が高心次

レゴでヘレフォード種. R 'H雑種の11買であった。

(5) 枝肉の状態は，外観良好で，肉質Kついても若令肥育牛としては，無難左ものであれ品種Kよ

り著差は認められ左かった口

(6) 正肉歩留口.へレフォード種i. 8 7. 1 9 %. S H雑種 90%. 卦よび RH雑種 86.97ヲらといず

れも優れていた。

(7) 枝肉販売単価はI 1， K9当 480"-450円，ゴミ，皮 1頭 5，00 0円でJ 1頭平均販売価格は，

ヘレフォード種 12 1， 9 0 0円J S H雑種 14 3，1 6 5円F よびRH雑種 12 0， 1 7 0円であったn

44. 環境改変によるダニの防除に関する研究

(第 1報)湿度とダニの生理的関係

(北農試草地開発部)0難波直樹.鈴木慎二郎，高野信雄.

山下良弘

湿度条件がダニの生態的右好適範囲rtC:;r，-.かれている場合Kは順調K経過するが，実験的K飼育途中で

湿度条件を急K変化させたわ低湿度の状態で飼育するとき，産卵I s貯化あるいは脱皮左どの生理的現

象K支障をきたすことが多いばか bでは在ぐ舞死率がきわめて高〈左る。とのととをダニ多発枚野氏砕

いて応用させるためには詳細左実験で基礎的K解明する必要があるo そのためK今回室内実験を行った

が若干の成績を得たので報告する白

ダニはフタトグチマダニの雌成ダニを用い.牛K寄生吸血させて得られた飽血ダニを母材とした口牛

体上If[:;r，'"いてすでに飽血状態Kあるダニを自然脱落以前K採取し，採取後直ちにトーシヨンベランスで秤

量しg シャーレ内rtC1個体づっ別飼いし，前適応として F瓶K適度の水分を与えたシャーレ内氏 5日間

砕いた。実験条件として湿度を 33 %. 6 2 %， 7 5 %. 8 3 %なよび 10 0 %の段階として適応させ

た。その後体重を秤量し各個体の体重推移につき調査した口

その結果低湿度で飼育するときは体重の減少が著し〈短期間のうちに舞死する ζとを認め.たとへ高

湿度で飼育してもダニの表皮K湿体が触れてい左い場合Kも体重の減少がみられ.産卵数も少左ぐ勢死

するととが知られた。さらに常K湿体K触れさせている場合には体重の推移K変化が左心産卵も正常

で且つ，産卵された卵重とその時の雌成ダニめ体重を合算すると採取した飽血時の体重と殆んど変ら左

い。また各条件下での窟卵数>>s際化の状態についても調査した。
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第 8 会 場 午前の部

45.乳牛に対する処理加工牧草の給与が乳量字L質におよほす影響

(酪農学園大) 0鈴木健二，大石莞爾，三森邦夫，前田暁男

乳牛K対する自動給餌法に適合するように処理加工した牧草を給与して，搾乳量・乳脂率K名、よぼす

影響を実験した結果はつぎのと b りであるO

ホノレスタイン種乳牛5頭以内を対象とし，週間以内の短期比較実験をおと左ヲた。搾乳量はバラン

ス式重量計(i t) @ 9感量)1fCよ.!J，手L脂率はパプコック法(O. 'i ~揺単位) lfCよって測定した。

(1) 細断乾草 Cu七 Hayの場合。

(@..) 冬の舎飼期K長い(ベーノレ)乾草と比較した結果，搾乳量・乳脂率ともに差が左かった。

(b) 夏の放牧期K生草採食と比較した結果，搾乳量は減少したが乳脂率は増加する傾向があった。

(2) 成形乾草Grass Waferの場合。

放牧期の生草採食とそれに成形乾草を組み合せた場合を比較した結果，搾乳量・乳脂率ともK差が

左かった。

(3) 粉末乾草Grass Mealの場合。

長い'(ベーノレ)乾草と比較した結果，搾乳量 1"~L脂率ともに差が左かった。

以上を考察すると短期的Kは処理加工牧草が生牧草，または普通乾草花代替できる可能性があること

をしめしている。

46.飼料用根菜類の牛乳生産性に関する研究

(第 3報)飼料用ビートの代替としてのピートパルプの飼料価値

(道立新得畜試) 0西埜進，塚本達，大橋向夫，小林道臣

和泉康史，曾根章夫

第二報Kおいて， ビートパルプサイレージが飼料根菜類比匹敵する主嚇ヰ価値を有するととを報告した。

そとで，今回は飼料用ピートK比較したビートパノレプの飼料価値を知るため，乳牛ヲ頭陀よ bイ期 4週

間の 5処理 (A:飼料用ピー卜， B :ビートパノレプ， C :サイレージ)lfCついて，ラテン方格法で‘試験

を行左ヲた。そ匂万出主主iイ/設すし乾草を1日5快 音H刻嬉サイレージを1日6時での自由采食量とし蔚て瓦盟AとBvc.:tn

δ1ど一入ビートルレプの朝櫨困じ{モして加えた。濃厚体トは乳量10呼陀対し2.5勾であるo

その結果，本試験期の飼料摂取量は 1日当 b乾物量で処理A : 1 6.05 K9， B : 1 5.83 K9， C: 1 4.7 O 

K9，体重K対する乾物比が処理A : :_.~- R %， B : 2.::;こ%， C : 2.37%，更に DCP， TDN摂取量も

処理A:1.39K9， í 1. ~3 ，B: 1.:55K9， 10.69， C: 1.31K9， 呪65 でいずれも処理Aがもっとも

多(，。がもっとも少なかった。しかし，しかし，粗せんいの摂取量は処理 B4.3 -; K9， C 4.3'1 K9 lfC比

しAが 3.89K9で、もっとも少左い。 乾物摂取量陀対する割合は処理Cが 2虫2%でAとBよb高かった。
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乳量は姐週A : 1 5.5 5 K9， B : 1 5.8 7 K9， 。:14.7 5K9でFCMと同じ傾向である。脂肪率，蛋由貿，

無脂固形分は処理A : 3β8 %， 3.5 4， 8.8 4， B : 3.7 6 %， 3.54， 8.85， 。:3.93 %， 3.4 2， 

8.7 2で処理聞の差異はわずかである。 TDN当 bの FCMは処理A : 1.38， B : 1.44， 。:1.53で

あるが，体重は処理AとBが 14"-' 1 5 K9増加し， 。は 1K9減少した。 FC M 10 OK9生産に要した飼料

費は処理A : 1，731円， B: 1，564円， 。:1，477円で処理AょbBが 10%， 。が 15%ほど安かっ

た。

47 字L用的早期離間吋する研究 44 
(第 5報)子牛の発育陀およほす全乳給与量および離乳後の放牧の影響について

(道立新得畜試) o小林道臣，西埜 進， 曾根章夫，和泉康史

塚本 達，大橋尚夫

対!?該
j't Ol/;玖

第 2報で， 49日令室でlrC1 60 Kqのほ乳で=十分離乳でき，粗飼料の品質がよければ育成経費をか左 b

節減しうることを報告した。

したがって，今回は全乳給与量の異左る早期離乳法で育成し，離乳後の粗飼料源を放牧K求めた場合

の子牛の発育におよほす影響を明らかKするため， 1週令から 34週令室で試験を行左った。

その方法は，惟子牛 10頭を供試し， 5頭づっの 2群に分けて， 49日令・全乳 160 K9晴乳， 35日

令・全乳 120K9晴乳とし，放牧開始日令をそれぞれ 50日令， 36日令とした 0

放牧方法は， 8，200 mを 7牧区に区画した輪換放牧とし，更に 2，800m"を 3牧区にした予備区を設け

て輪換放牧の調節をした。その期間は 6月 12日から 10月 17日である。

その結果は，全期間を通じての 1日平均増体量が 50日令放牧群 614 9， 36日令放牧群601flで

ぁb，体高・胸囲と共K処理聞に発育の差はみられ左かった。試験終了時の平均体重がそれぞれ188.6

1匂， 1 86.7 Kqで，これをホルスタイン正常発育値(下限)ι比してみると， 5 0日令放牧群 93%， 36 

日令放牧群 92%である。

r-1~ 
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48 乳用子牛の半期離乳法確立に闘する研究

(第 4報)子牛の発育Kおよほす乾草およびサイレージ単用法と併用法の比較

f'1一之とアオf

(道立新得畜試) o大橋向夫，西経 道，和泉康史，小林道臣

曾根章夫 塚本 達

目的:第5報の早期放牧による育成に関連して，本報では早期離乳法K ょった子牛の発育と冬期租飼

料の構成との関係を究明するため， 1週令から 34週令主で試験を実施した。

方法:峰子牛?頭/((4 9日令室で全乳 160 K9を日IH乳し，乾草， カーブスターター (最高日量 1.8K9) 

を 7日令ょ b自由給与した。 91日令K達してから，乾草単用，サイレージ併用，乾草・サイレージ併

用の 3試験群陀分けた。 9 1旬令以後Uておける育成配合飼料は，各群vr:1. 4 "-' 1. 8K9の同一量を給与した。

結果:9 l'日令以後Kおける併用群の租飼料摂取量は，それぞれの単用群K比べて乾草では 83%， 
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サイレークでは 32%であるσ叉， .T D N摂取量は併用群K対して乾草単用群は 102弼，サイレージ単

調替は 78婦で，..~イレージ単用群のT D'N摂取量が著しく低いとと語界された。

91 日令以後の 1 日平均増体量は併用群が 64 9.~でもっとも多< ，次いで乾草単用群が μ79，サイ

レージ単用群が51'09でもっとも少左かったo 試験終了時の 224日令Kおける平均体重およびホJレス

Jィン正常発育値(下限)VL:対する割合は，乾草専用群:1 86.4 K9， 91弼，併用群:1 87.3 K9， ヲi1

ぞ 判 νー:1 6 7.4，K9， • 81%であった

49.字L牛飼養多頭化過程・における生産性について(予報)

(平海道立中央農試) 土田鶴吉

(1) 本道の酪農は順調左進展を示しているが，専業的経営(一応成牛 1口頭以上繋養)とみませる，もの

は切 00戸内外:(酪農家全戸数の約 7弼)であlb，主たその増加率はか左 b高い。

ω 然し搾乳牛 1頭当b 住道)生乳生産量は数制停滞気味である(昭和 36年-..39年 4，2009前

后) o' 

ω 専業的経営…ける実態を検討するため，棉道乳午経済検定の牛群検定実施農家の記録(昭和40

年において搾乳牛 10頭以上の農家 100余戸到)，および当該農家の乳牛個別検定記録(約 1，00口頭

余)陀ついて昭秀日 36年~昭和 40年の実績工わ特K生産乳量，飼料構造等の考察を試みたo

(4) 生産乳量は全道平均の傾向と同様停滞気味で争るが，か左 b農家別差が認められる。

(5) 飼料構造は夏季においては放牧依存度が高くれ，冬季は乾草，サイ ν一九慨が主体であるが

漸次サイレージ多給の傾向が見える。また濃厚飼料も増加の方向を示す。

(6) 然し年間のF.:U;， • D・T.p~ は必ずしも増加はトてい左い。

(7) 冬季聞の自給粗飼料の質的向上は明らかで左い。

(8) 単位乳量当b飼料費は農家差がか左 bあるが，!年々増加の傾向は明らかで左い。

50 北海道における酪農経営に関する時究

(第 7報)乳牛の輪換放牧による牛乳生産費低減と牛乳生産性について

-d 
(申農学園大学) 0佐藤明，房間稔，中曾根徳二

近年乳牛の多醐育が強力に進められ，とれkkもか拡大の根本であ b必須条件でもが飼料の増

大jと〈院の自:給度の高齢ということぬ育|種，繁殖，飼養，労働力省力化，機械化，働経済等

の各分野と共VL:，またその基底として注目し左ければ左ら左い。

演者等は上記のいぐっかの点Kついてすでに報告したが，本報告では乳牛の輪換放牧による牛乳生産

費低減と牛乳生産性Kついて調査研究した結果の間ヰの一部を御報告します。

特に今回は輪換放牧時における採食量と牧草生障と牛乳生産レベルとの関係Kついて調査を行わ

た。その結果を要約すると次の通bである。 i

(1) クージ法Kよる採食量測定の約 3分の 2を採食するととが体重測定法陀よ b明らかと左ったo

i例3フ宮北 3併/D111 1-42，-
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(2) 排糞は 24時間中平均 17回，排尿は 7回排せつした。

(3) 乳量は放時Kおhては年間生産量の 60婦で 5， 6， j月においてその大半の 40掃を生産するとと

ができた。

( 4) 濃厚飼料は乳量とはぎや〈に年間使用料の 30婦であったの

51.ミル力ーの作動台数と搾乳作業ならびに搾現時間との関係

(北農試畜産部)柏木甲，森田幸務，岡田清， 0岩 崎 薫

作業員 1名が受け持ち得るパケット型のミノレガーの適正台数について， 1 6頭の搾乳群陀ついて検討

した。

作業方法は作業者 1名でミノレカ-1台， 2台， 3台および4台作動の 4方式とし，朝夕の搾乳別K搾

乳K必要左作業時間在らびK搾乳時間を個体どと陀計測した。搾乳作業は「乳房清拭Jrミノレカー装着」

「乳量の秤量，記帳Jr牛乳P過」および「ミノレカー，バケツの移動J!rC分類した。ただし乳房の清拭

は正確に 1分間K限定し，清拭後 1介前後でミルカーを装着するよう Kした。主た「ミノレカ一類の移動」

の時間中忙は余裕時間も含主れているO

搾乳はアノレハアラパノレのミノレカーで行い，真空圧 33，.1分間のノUレセータ -40で行った。作業は同

一人Kよって実施した。

得られた結果を要約すると次のとお bである。

(1) 1 6頭陀要する全搾乳時聞はミ Jレカーの増数Kよって短縮されるが， 3台と 4台ではあま b差が左

い。また夕方vc.<らべ乳量の多い朝乳の短縮効果が高い。

すなわち，朝の搾乳では 1台の所要時間 2時間 5分 19秒K対し， 2台， 3台および 4台の場合で

それぞれ 40.58弼" 5 Z 12弼. 5虫67%短縮され，主た夕方の搾手しにおけるそれは， 1時間 24分

35秒K対してそれぞれ 5ス02%，46.96%，48.16婦であった。

(2) 1頭あた bの搾乳時間(テートカップ装着から装脱まで)は朝の搾乳では 1台， 2台， 3台でほと

んどかわらず 6分 16秒--6分 29秒であるが， 4台作動のときには 1分以上の1オーバーミルキング

を示した。また夕万の搾乳では， 1台， 2台の 4分の搾乳時間Kくらべ， 3台で 1分， 4台では 5分

近くのオーバーミノレキングを示した。~/

(3) 全搾乳所要時間中ミノレカ-1台あたbの作動時間の占める割合は，朝の場合， 1台で 81.1弼， 2台

で 68.8仇 3台で 65.3%， 4台で 59.5婦であlJ，夕方ではそれぞれ 75.7弼， 5虫6仇 61.5弼， 62.1 

%であった。

(4) 1人 1時間あたbの搾乳頭数を推定すると，朝の場合， 1台で虫 1頭， 2台で 13.1頭， 3台で18.6

頭， 4台で 1虫5頭と左lJ，夕方ではそれぞれ 14.口頭， 1 8.0頭， 21.4頭，および 21.9頭であった。

(5) 全般的K搾乳効率はあま b高〈左いが，これは試験牛中K乳汁排出の非常Kおそい牛が含まれてい

たととと，乳房の清拭左らびに装着までの時間を規制したととが影響をおよぼしたと考えられる。
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52. 乳検成績よりみた本道における乳牛の年間産脂量と分娩季節

ならびに地域性について

: (上川農試) 平間英夫

八戸等は 38年度の高等登録検定牛の記録ょ b本道を 2地域K区分して，産乳量に対する季節的変動

を調査しているが，演者は数年間の乳検記録K基いて産脂量の合格率を求め，とれに対する地域的，季

節的変動を調査した。

すをわち全道を 10地域にわかち，分娩季節別産脂量の合格率(道の営農方式例で示した 1頭年間産

脂量 15ス5K9以上K達したものを合格とし，その合格数の分娩数K対する割合)を北海道乳牛経済検定

記録簿陀よlJ，昭和 34年'"3 9年の 6ク年間の 18，187頭について求め，分娩季節による産脂量合格

率の地域性について検討した。

その結果，これらの地域は 5地域群に分けるととができた。

地域群の代表例を示せば第1表のとおbである

I 地 l域 群
区 分

a b 

季 節 冬 春 夏 秋 来 春

E 地域群

秋 春 秋 夏

P、

合格年率合 の
6 ケ 言寸

341 234 202 191 308 265 242 233 305 284 236 212 

一」

l莱京一一i klェl各季節間 ヲ~

の有意差 |米米

ラ~* ラ~

代表地域 万己=て 谷 十 勝 渡島 楢山 後 志

所属地域 宗谷， (frjl¥ 路 根室，十勝，上川 渡石狩島檎空知山後志， 日品胆振

(注) (1) 米米印は下検定で 1価水準で有意差を認めたもの，米印は 5活水準で有意差を認めた

ものを:手す。

(2) 合格率の合計数は各年各季節の合格率を逆正弦変換値陀おきかえたもの〉合計である。

I 地域群 (釧|路，宗谷，根室，寸ァ勝，上Jf!) 

これらの地域は，冬に分娩したものが明らかK他の季節よ b産脂量の合格率が高い。

とれは分散分析の結果 F倹定で明らかK有意差が認められた。

左お，とれらの地域は細か〈は 2つの群K分けられる。す左わち

Ia地域群

宗谷と釧路は特別冬季分娩の合格率が高い。

Ib地域群

様室，十勝，上川は Ia地域群程では左いが，やはD冬季分娩の合格率が高い。
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E 地域群 (網走，留蔚，石狩空知，胆振日高，渡島楢山後志)

とれらわ地域は，冬ととも陀春の分娩が他の季節よ b合格率が高いi

す左わち，冬分娩のものが年間産脂量の合格率が他の季節K比べ高いととは全道的傾向のようであえ5。

主た，道東北部では，冬分娩のものだけが合格率が高いの陀対して，道西南部では冬ととも K春も合

格率が高い傾向にある。

これらの背後陀ある要因は不明であるが，恐ら〈は，気象的，士ものと，とれに関連した飼料構造左ど

の影響が強いものと推察される。

53. 畜大農場手L牛の分娩時刻調査概要

(帯広畜大) 0石井 格

畜大農場繋養乳牛の分娩時の詳細を昭和 40年 1)ヨょ b本年 7月までの期間， 48例について調査し

た。その結果 24時間内における時刻別頭数を季節別，午前午後別陀分けて検討すると，次表の通bで

あった0'

『f三て分鞠¥訴とタ竺亘盟全杢L 
夏 期 冬 期 1)- 言十

分娩数 % 分娩数 % 分娩数 頃

午 前 1 6 6史 6 1 5 6 0.0 31 6L1.6 

午 後 7 3 O. 4 1 0 4 O. 0 1 7 35.4 

b小、、 市 言十 25 48 

即ち，季節別では殆んど同率陀近い数値での分娩率であったが，午前，午後別では夏冬共，午前陀 60

・.......70婦，午後VC30~40% の比率を示し，とれは明らかK分娩時刻が 1 日中の中で午前K集中してい

る。

更Kとれを一般公務員的勤務時間内と外とに区分して検討すると両者とも全〈同率を示した。またこ

れらを性別，体重別，その他の要因左どの角度から検討し，例数は少左いが何等かの参考K報告する。

54.原料乳質格付検査法の改善[乙|謝する研究

(第2報) T M Sテスターの精度について

(酪農検査所)太浦義教 o笹野貢富田臣也

赤外線照射による全固形分の簡易測定法 (TM Sテスター)の開発時， 1958年Dr.Claesson 

が発表し，その後本法は英国において検討され一部機械を改良して， 1963年よ.!?s c 0七land

Milk Ma'rk6七ing Boardにおいて生乳取引の公定法として採用されている。

我固においても，無脂固形分を含めた生乳取引規格に改正すべ(，その検査方法についての研究が左

されて来たが，我々は TMSテスターの国産化を図.T， 1ヲ65年に完成したので，本器Kよる全固形分

測定の精度についての実験を試みた。

1. 自動ピペットによる試料採取法

測定員の個人誤差が見受けられるので注射筒ぬ射出角度，速度左らびに注射針の周囲に附着する牛

J 
/ 
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乳の処理法等Kついて規正する事が必要と考える。

2. 直示天秤の 0点調整法

秤量器内の温度差Kよって， 。点が変動するので，温度の規正が重要であ b特に秤量器内の温度が

低い場合Kは変動が著しい事を認めた。

3. 繰返し測定精度

繰返し測定結果の標準偏差は 0.03で，操作条件の統ーを図るとと Kエb充分左精度を得るもぬ

考える0

4. 防腐剤添加試料の測定

昇京，重クロム酸カリ等の添加試料は測定誤差を生じ，ホルマリンはその影響が少左い傾向を示し

た。

5. 公定法との相関

公定法Kよる分析値と本法との相関Kついては，両法分析値の差の標準偏差は 0.080，相関係数は

0.96であった。平均値において，本法は公定法と比べて 0.03%高率を示したが，その原因として，

機械の精度と牛乳の比重の影響が考えられる。機械の精度の繰返し測定Kおいて標準偏差 0.03を得

たので，とれから計算したパラレノレ分析の際の平均値の標準偏差は 0.02と左 bt 0.02婦の機械に

よる誤差が考えられる。比重については， 1.030を採取基準として，採取容量を規定しているが，供

試牛乳は 1，031"" 1，032のものが多く，採取量の差陀よ b公定法と比べて 0.01 "-' 0.0 2弼高〈左る可

能性が強い。比重の高い牛乳については，採取容量を検討すべきと考えるo

以上の誤差要因を排除する事によ b原料乳検査の実用化が可能と考え，現在fie工dVCおける検査を

検討中である。

55.乳牛多頭数飼育農家における異常乳調査について

(酪農検査所) 0大場 I唆，俵谷武，橋爪憲明，渡辺伸二

大浦義教

乳牛の多頭化および共同化に伴う問題点の 1っとして，乳牛保健衛生の軽視K起因する異常乳の発生

が危倶されるので，多頭飼養の個人畜舎における異常乳の発生現況を調査した。

1.調査法

乳牛 10頭以上の個人畜舎 45戸(1 30頭)および4共同畜舎(77頭)を選定し，分娩后 2週間

以上?ヶ月以内の搾乳牛を任意抽出し，個体別，分房男IjVC細胞数，細菌培養，アルコール反応および

朝乳を対象として脂肪率，蛋白率を測定し，また細胞の多い分房陀ついて治療前后の細胞数の変化K

ついて調査した。

2. 調 査結 果

ω 個 人畜舎

細胞数の異常を示したもの 130頭中 78頭 (60婦)， 514分房中 186分房 (36qのあ b，そ

の中 C.M.T.陽性のもの 136例を培養しJ .1 mp当b1，000個以上純粋または 2種以内陀検出さ

れたものを有意菌と判定したととろ t，.1 36例 (76.4弼)が陽性であ .b， ミクロコツカスが 94件
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65.3 % (容血 24件)で過半数を占め，連球菌 26件 18%，梓菌 24件 16.7婦であったo

(0) 共同畜 舎

細胞数の異常は 305分房中 99分房 (32.5%)ぁ t，アルコーノレ陽性は 65分房 (21.4弼)あ

れ脂肪率 2.8領以下のもの 23.1骨，また蛋白率の比較的低いもの 31%認められた。

料治療による細胞数の変化

細胞数 50万以上， 0 .M.T.件&比のものKついて乳房炎治療薬を注入5週間前后Kおいて細胞

数の変化を測定し，その効果を判定した。その結果 16分房中正常またはそれに近〈左ったものは

け房，効果の認められるもの 5分房，効果の左かったもの 5介房と左 T6 f.7婦は効果が見られた。

以上の結果からして可成りの乳房の疾患が見られる。(いずれも畜主が健康としているものばかbで

臨床所見の左いもの)との中，高度の異常を示したものは個人畜舎で 18労6 共同畜舎で 11.8弼あ T，

. 個人畜舎 45戸中 5戸のみが全頭陰性即ち健康左手L牛を飼養していたo との様左潜在的乳房疾患K関心
l 

をもち，畜舎の衛生，搾乳技術の改善，乳房の健康診断および徹底的左治療をすべきである。また飼養

管理の失宜による低脂肪，低蛋白，アルコーノレ陽性乳の改善にも留意すべきと思考する。

56.根室地方の冬期異常乳の乳質について

(酪農検査所) 0山内隆陽 矢部輝夫土井寿美男大浦義教

根室地方は夏期聞に比較して冬期間ltC.2等乳が多<，乳質低下の傾向を示すので9 その乳質の実態を

知るために，特ltC.2等乳の多いA地区(半島地区)およびB地区(央根室地区)において連続 2等乳を

出荷している農家を選定し，全搾乳牛の個体別試料 (A地区 75例， B地区 41例)を対象K乳質試験を

行走ったので， ζの試験結果を報告する。

1. 新鮮乳でアルコール反応陽性と左ったものがA地区 66例， B地区 11例で共に高い陽性率を示し

た。

2ぅ酸度 0.125%以下のものがA地区 25.3弱， B地区 21.9婦を示し，比重についてA地区では1，028

以下のものが 18J%も占めたととが注目された。

~ 3 燐酸塩添加加熱試験で凝固LたものがA地区65.3弼， B地区 43.1%で共K高い陽性率を示したo

4. 細胞数50万/mp以上のものがA地区 43.9婦， B地区 31.7係で-末期乳的異常乳の影響が考えられ

る。

5. 乳成分はA地区K低成分のものが多く， B地区K比べ対象的左分布曲線を示した。脂肪はA地区の

平均が 3.32婦で低脂肪(2.8領以下)が 33.4掃を占め， B地区は平均4.01婦であった。無脂固形分

はA地区の平均が 8.26%で 8.0%以下の低いものが 34.7婦を占め， B地区の平均は 8.53%であった。

以上の結果よ b根室地方の冬期 2等乳は，末期乳的異常乳の影響が多いととが考えられ，特ltC.B地区

は冬期間の飼養管理およひ・牛乳搬出の困難性のため受胎調節をしている影響が大きぐ，乳量低減の原因

となっている。 A地区は特に低成分の牛乳が多(，飼養管理の改善が必要と考える。
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57.原料字L中の抗菌性物質検出について，

幅 検 査 所 )10山内隆陽矢部輝夫土井寿美男大精義教

乳房炎の予防や治療K抗性物質が使用されているため，原料乳中陀抗菌性物質が混入し，酸醐およ

びチーズの製造において，乳酸菌の繁殖が抑制される左どの障碍が考えられる。植野らは 1965年陀T.

T.C. (Tri ph叩工七 e七raZ011um chlolr山)法陀より，本州の原料乳を調査した結果，抗

菌性物質の混入を認めたもの1が，乳量の 10係内外検出されたととを報告している。そとで本道原料乳

の実態を知るため調査を実施した。 I

試料は市乳地帯およびチーズ製造地帯の工場受時送缶乳から採取し，検査法Kついては， Disc 

Assay法， T.T・q.法等があるが，我々は精度も干<，その簡便がも現場試験法として;直当と思われ

るレサズリン法口 b実施したo ・
1. レザズリン試薬:

波間蒸溜水100 mf lfCレザズリι酸ナトリウム s.smg.を溶解する。‘ 0

2. 培養菌液:

sロ・七hermo，philusの 37'C， 16時間培|養したものを，滅菌脱脂乳で 8倍に稀釈する 0

3. ペニシリン Con七rO工

ペニシリン製剤(1錠 20万単位)を PH6.0の帰緩衝航溶解して，1mf 1単位のベニ、ンリン、液を

調整するo

4. 実施方法

供試乳 10 mfを共栓試験管に採取し， 80℃， h分間殺菌後 37C陀冷却するo とれに菌液を 1mf 

接種して 37C， ， 90分培養した後， νザズリオ試薬 1mf添加して，さらlfC37じで 15"""3 0分 間

培養後判一駒山一…は陰性とし，一一陽性と凶

検出調査の結果次@如き成績を得たの i 

1 ム工場の輸送缶別試料 56例中 7例(1 2.5引が陽性を示したo B工場の生産者戸別試料 272例 a 
中5戸(1.8婦)が陽性と左 b，乳量に対して 2!.4婦の割，合で、あった。 司

2. B工場の生産者戸別試料で陽性を示した試料問ついて，輸送缶別K供試したととる 15例中5例が

陽性を示し，と (J)試料を細胞数検査および瓦T.B「試験陀供したと ζ ろ，異常を示したものが多かった0

58.牛乳スフインゴミエリンの組成について

|(帯広畜大)藤野安彦伊藤靖亮 0梅本俊夫

牛乳脂質の大部分はいわゆる中性脂肪であるがい複合脂質のうちで，グリセロリン脂質についてはか

左bの報告が左されているが，スフインゴ脂質については，その本体がまだほとんど明らかにされてい

左い。われわれは今回牛乳スフインゴ脂質の大部符を占めるスフインゴミエリンの化学的組成Kつhて

しらべたので、報告する o

牛乳中K トリクロル酢践を加え，沈澱物からクロ!ロホルムーメタノーノレ(2 : 1)可溶画分を抽出
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した後，そのアセトン不溶部をアルカリで処理して，スフインゴ脂質画分を調製した。とれをさらにク

イ酸カラムクロマトグラフイーに供して精製スフインゴミエリンをえた。とのスフインゴミエリンをメ

タノーノレ性硫酸で加水分解し，分解物中の脂肪酸をガスクロマトグラフイ-vcょ.b，またスフインゴシ

Y塩基を薄層クロマトグラフイーによ b介析した。その結果，脂肪段として，パノレミチン酸を主とする

1 0数種類を検出し，また構成スフインゴ γン塩基として不飽和のエリスロスフインゴ γ ンの存在をみ

とめることができた。

59.牛乳中のカルシウム簡易定量法について

(酪農学園大)遊佐孝五， 0安藤功一，加藤 勲，安達宗之介

キレート滴定法による牛乳中のカノレシウム定量に際し滴定妨害イオンとして，アニオンの共存，特K

tJ 
燐酸イオンの影響が大きく，その隠ぺい法と Lては，メタスス慨カリウムK よる方法もあるが，多〈は

アニオン交換樹脂Kょb除去する方法が用いられている。しかし，とれによると滴定までの試料作成vc，

長時間を要し，迅速性を欠〈欠点がある。

そとで演者等は，カノレシウム濃度の低い程，燐酸イオンの共存は許されるとの報告から，人乳の直接

滴定を行った所，終点の変色が明確で‘あったので，牛乳を→定の比率に稀釈し，直接滴定による簡易迅

速法と多〈採用されている前記のイオン交換樹脂法とを比較検討し，更に，実験例， 150融 問 よ b比

較検討し次の如き結果を得た。

(1) 牛乳を， 2倍， 3倍， 4倍， 5倍に稀釈し，各， 20試料をイオン交換法と比較した所， 3倍稀釈

法では，終点の変色，定量比較値共K良好左結果を得た。

(2) イオン交換樹脂法と，此の 3倍稀釈法による Oa定量値を，更vc15 0試料陀よ b検討した所。

Y = 1，000♂-1.1 7， r = 0.9 67， S = 0.0 1 09の良好在る相関を示した。

以上の結果ょ .b，此の 5倍稀釈法は，高度左技術を要せず迅速かつ簡易左定量法として，充分使用出

来るものと考えられる。

60. チー ズ 製 造 の一変法

(凝固調整とカード張力)

(北大農) 0有馬俊六郎a 藤田秀樹，佐々木博

レンニンによるチーズ製造は，カゼインK対するレンニン作用(一次相) ，凝固(二次相) ，および

分解(三次相)から成 .b，チーズ製造のオートメ化は一次と二次がほとんど同時K起るととに困難があ

るといわれる。最近低温でレンニンを作用させると一次と二次が区別できるとの Berridgeの研究を

利用して欧米で新法が開発されつ Lある。す左わちカードの性質に差が左(， チーズパットの節約，ホ

エー排除の時間の短縮，製品の均一性左どの利点をもたらし左がらオートメ化ができると解説されてい

る。我々は Kーカゼインを中心とするレンニン凝固の基礎実験と遊行し左がら，低温によるカゼイン凝

固調整のカード張力への影響について考察を加えた。す左わち，脱脂乳，脱粉で，カツテージチーズを

作.!?，その際のカードの性質を主としてカード張力で，従来の方法と，低温 (2C)で凝固調整する方

法とで比較した結果，その差異を少〈するためには低温でレンニンを処理する保持時間と一次相完結の

ー.，ーτ. ・
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目度，二次相の温度と時間の調整左どが，か左 bむつかしいととを認めた。

左お，実験中で今回は中間発表として報告する。

61. カゼインのレンニンによる変化

(主としてスターチグノレ電気泳動法による追求)

(北大農) 0三上正幸，仁木良哉，有馬俊六郎

1 目 的: カゼイン溶液にレンニンを作用する;と，カゼインはノミラカゼインK変化し，その際急激K

非蛋自体窒素の遊離が観察される。 Ni七schmannらはレンニンの作用は，カゼインの保護コロイド

の破壊K よる第1相と， Oa件の存在で‘凝固を生じる第 2相から成る事を示し， Aユaisらはさらに蛋

自分解が第 5相として起る事を示した。

W仰はKーカゼインを使ってレンニ y の作用を研究した結果， Kーカゼインから 12引 OA '.  

K可溶左物質の窒素が全窒素の 8-10%遊離されたと報告した。

最近Wakeらは尿素を用いたスターチゲJレ電気泳動法K よって，従来の方法K比し，ょ b多〈のカ

ゼインを分離する事が出来た。

我々はカゼインのレンニン凝固機構について研究を行っているが，今回， DEAEーセノレローズカ

ラムクロマトグラフイーによ b，カゼイ Iンのどの様左区分がレンニン陀よって作用を受けるかを，時

間的K追求し，、更に Kーカゼインを中心Kしたそれらの区分をスターチグル電気泳動法陀よって追求

し，若干の結果を得たので報告する。

2. 方 法 :DE.AEーセノレロースカラムクロマトグラフイーは矢口らの方法，スターチグノレ電気泳動

法はWakeらの方法に従ヲて行ヲた。レンニンはErns七romeの方法K よb精製した。カゼインは

新鮮脱脂乳よ b精製した酸カゼインで， 2弼溶液とし， P H 6.0，温度 20'cでレンニンを作用し，

一定反応時間後 80 'C， 5分間加熱して反応を停止L-，カラムロマトグラフイーで変化を見た。

DEAEーセノレローズ(tC1:，って分割された各ピークは凍結乾燥して，更K スターチグル電気泳動法

で同定した。

3 結 果:レン三ン作用後，経時的K取 b出されたカゼインKついて， DEA Eーセルロースカラム . 

クロマトグラフイ!ーを行い，溶離曲線を求めた。その結E果~ 0.275 M N a 0工溶出区分のピーク 1'1 

と世 0.30 M N a.oエ溶出区分のピーク 12について減少がみられ， 0.1 N NaoH溶出区分のピークげ

では増加がみられた。 0.2N Na oH溶出区分のピーク .18ではい〈らかの増加が見られた。

スターチグJレ電気泳動によると，ピーク 11， 12ではαs一， βー， Kカゼインの複合物が溶出し

てくるが，レンニン処理後は Eーカゼインの広がったバンドの部分が消失した。

ピーク 10 ( 0.;2 5 M N a 0 l溶出区分)ではクロマトグラムでは変化があま b明確で左い語、 スタ

ーチグノレ電気泳動では， β-，Kーカゼインのうち，レンニン処理後はE一部分が消失し九ピーク

1 7はαs-，料， Kー，の複合物が溶出するがレンニン処理後のスターチグル電気糊では陰極に

移動する 2つのベンドが認められたo ピーク 18では陰極K移動する 5つのバンドが認められた。

以上の結果から，レンニン作用Kよb，主として， Kーカゼインに変化が見られるので，演者らはさ

らに各種の方法で詳細左変化を現在追求している。
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